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会 議 録 

会議の名称 第１回つくば市男女共同参画審議会 

開催日時 平成 30 年６月 28 日（木） 開会 10:00 閉会 11:30 

開催場所 つくば市役所２階 防災会議室（３） 

事務局（担当課） 市民部市民活動課男女共同参画室 

 

出 

席 

者 

委員 井出ゆかり、宇野信子、浦里晴美、川鈴木洋子、齋

藤利弥、坂本禎子、坂本義治、土井隆義、中井聖、

星埜祥子、吉場勉 

その他  

事務局 

 

飯村市民部長、山田市民部次長、東郷市民活動課長、

岡田男女共同参画室長、横田係長、橋本主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 １人 

非公開の 場合は そ

の理由 

 

 

議題 つくば市男女共同参画推進基本計画（つくば APPLE 

PROGRAM 2013～2017）に係る平成 29 年度施策実施

状況について 

会議録署名人  確定年月日 平成 年 月 日 

会

議

次

第

 

１ 開会 

２ 新委員紹介 

３ 議事 

４ その他 

５ 閉会 

＜審議内容＞ 

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくば APPLE PROGRAM 2013～

2017）に係る平成 29 年度施策実施状況について 

 

事務局：配布資料に基づき説明 

会長：事務局から、資料１と２を基に前基本計画の平成 29 年度までの

施策の実施状況について説明がありました。質問等ございますか。 

委員：資料１の P57 の「自営商工業従事者支援策の研究」で、商工会と

協議を行ったとのことですが、どのようなことを話し合ったのです

か。 
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事務局：月に１回、市と商工会で意見交換会を実施しており、その場の

議題に挙げたとのことですが、細かい内容までは、担当課から報告

をもらっていません。 

委員：資料２の指標 15 のワークライフバランスに取り組んでいる事業

所の割合が伸び悩んでいることは、こうしたことが改善されないと

伸びないのかと思います。関連で、議会では公契約条例を作ろうと

いう声が上がっており、その中で男女共同参画を取り入れている企

業は、契約するときに点数を上げるような、評価基準を入れてはと

いうことを、内々では話しているところですが、そういうことも、

この支援策に入るのではないですか。 

委員：商工会です。つくば市内には大きい企業もあれば小さい企業もあ

ります。商工会に入っているのは、小さい企業がメインです。ワー

クライフバランスに取り組んでいる事業所の割合が伸びないこと

について、大きい企業ですと担当部署もあって取り組めると思いま

すが、小さい企業ですと従業員も少なく、夫婦二人でやっているお

店もあり、なかなか難しいところではあります。ただ、商工会とし

ても、セミナーを案内したり広報紙を出したりしているのですが、

3,300 程の会員全てに情報が行きわたらなかったり、あまり関係な

いと思われていたりして、なかなか難しいです。どのように進めて

いくか、今後も、産業振興課とは協議していくことになります。 

会長：今のお答えでいかがでしょうか。それでは、そのほかに御意見あ

りますか。 

委員：この計画には 100 の施策があって、指標は 20 ありますが、でき

れば全てに数値目標があれば、評価もしやすいのではないでしょう

か。現状だと、評価にばらつきがでてしまう。A は「順調に施策実

施内容を達成している」となっているが、順調に施策を実施できれ

ば A 評価がつくので、A がつきやすい。例えば、S、A、B、C のよう

に、より高い実施結果を得られたものに対する評価基準をつくって

はどうでしょうか。また、担当課のほうで厳しく評価した場合、男

女共同参画室で評価を上げてもよいのではないかと思います。 

事務局：厳しくつけた評価については、担当課に評価の修正を提案しま

したが、このままにしたいとのことでした。また、評価基準の変更

については、今後５年間の新計画から適用したいと思います。 

委員：厳しく評価するのはいいことだと思います。A と評価してしまい

ますと、次の課題を意識していないことになる。去年の審議会で、
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市長が、A 評価が７割もあるのはおかしいのではないかとおっしゃ

ったように覚えています。常に各課が現状に甘んじることなく、さ

らによくしていかなければならないという意識で厳しく評価され

ているということで、S という評価があれば、ちゃんとやっていれ

ば A だし、課題を見つけてクリアできたときに初めて S がつけられ

るというような段階をつけたほうがいいのではないか。 

事務局：評価については、S という評価を設けるなど、次回の審議会で

新しい計画から適用する評価基準や方法について決めたいと思い

ますので、その際にも是非御提案ください。 

会長：評価の方向性については、次回の審議会で審議したいと思います。

その他いかがでしょうか。 

委員：今のことに関連しますが、例えば、こども政策課の子育て支援シ

ステムに関する施策について、見にくいという御意見があって、そ

れが今後の課題ということですが、それは、子育て環境の激変やス

マホが普及して、それに対応しきれていないからなのかと思うので

すが、そうした理由は男女共同参画とは関係が薄いようなところで

の進展なのではないかと。高まるニーズに対応していくのはとても

難しいと思うので、５か年計画ということで、評価の仕方について

柔軟に検討していく必要があると感じました。 

会長：ありがとうございました。 

委員：一つ C 評価がありますが、これは。 

事務局：こちらは、事業所に対するセクハラ防止対策の推進ですが、直

接の実施は、厚生労働省・茨城労働局になるかと思います。そちら

から啓発に向けてのポスターやチラシといった材料がなかった年

は、実施が難しいようです。 

会長：市民と企業にアンケート調査した時でないと実態がつかめないと

いう部分もあるか思います。 

委員：市内に 7,000 か所の事業所がありますが、そのうち商工会に入っ

ているのが大体 3,300 か所なので、入ってないところのほうが多

い。入っていないところには、情報は届きにくいです。 

委員：職場等におけるセクハラ防止に関する情報を HP で提供するとい

う施策内容なので、産業振興課が事業所に対してセクハラ防止に関

する情報を発信するという施策ですよね。独自に市として、事業所

向けに何か作れば、情報を発信することができる。C 評価であった

ことを今後に生かすなら、市として積極的に取り組んでいこうとい
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うことになれば、C 評価の意味が出てくる。 

事務局：今後、男女共同参画室からも情報提供して、C 評価にならない

ようにしていきたいと思います。 

事務局：こちらで出た意見は、今年度から施策に反映できるよう、担当

課に課題として伝えます。 

委員：3,300 事業者は大きいと思います。市民 23 万人の中で、多くの

方がここに関わっているかと思いますので、つくば市全体の施策の

中でも、セクハラに関することは、教育でも家庭でも取り組んでほ

しい、重要な課題だと思います。相談を受け付ければたくさん来る

問題だから、その一角を産業振興課に担っていただきたい。ただ、

チラシまでは産業振興課では作れないと思うので、男女共同参画室

で啓発材料の提供はお願いしたい。 

会長：担当課には、こうした意見を共有して啓発をしていただいて、市

民意識調査でも、啓発活動の効果がでるよう期待したいと思いま

す。あとはいかがでしょうか。 

副会長：評価の件ですが、厳しく評価した担当課があったとのことです

が、逆に評価が甘いということで男女共同参画室から評価の再検討

を申し出たところはありますか。今、上がっている評価は、担当課

による自課評価で、その評価が適正にされたものか第三者の立場か

ら、今現在のシステムですと、参画室のほうで評価の検討をしてい

ると推察しますが。 

事務局：評価が甘いのではないかということで、評価を下げるよう依頼

したケースはありません。評価とは言いますが、施策が順調に実施

されたかを見るところで、担当課で順調に施策を実施したとなれ

ば、そのままにしています。前年度と比較して、上下動があったも

のについては、なぜ評価が変化したかの理由は聞きました。その中

で、こども政策課の評価は他課と比べると厳しいと感じたので、確

認をしました。 

副会長：先ほど出ていましたように、特に秀でたものについて、S 評価

をつけることには賛成です。今の総合評価の基準は、A が「順調」、

B が「おおむね順調」、C が「遅れ」。指標が下がっていても、B 評価

をつけたところもある。B は「おおむね順調」で、ほぼ達成または

達成と同等とみなせる理由がある、というものです。外部の方が見

たら、指標が下がっているのになぜ B なのだという批判出ないでし

ょうか。指標の妥当性は置いといて、指標が下がっているにも関わ
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らず、おおむね順調であるとういう評価をする根拠となる基準は求

められると思う。この ABC の評価基準についてはもう少し説明でき

るようにしたほうがいい。あるいは、評価の理由の説明も分かりに

くい。例えば、意識の向上が見られたというところがあったが、そ

のために担当課が具体的にどういう活動をしたからという因果関

係が分からずに、意識が向上しているので A に評価を上げたという

説明でした。それは果たして担当課の活動の結果なのか社会全体の

動きなのか分からない。今後は評価方法の明確化が必要だと思いま

した。 

事務局：この ABCD の評価の付け方は、担当課にしてみれば付けにくい

評価であったかと思います。他課とのバランスもとることもありま

す。担当課が評価をつけやすい基準についても、今後審議していた

だきたく思います。 

副会長：自課評価について、妥当とみなすか、厳しいとみなすか、また

は甘いとみなすかという、自課評価に対する評価は必要になるかと

思います。 

会長：担当課で評価する時に、それぞれ考え方が幅広いので、庁内で評

価基準の統一、施策のプロセスなども含め総合的に評価するような

ことを、今後考えていければと思います。 

事務局：今回いただいた御意見は、次回の審議会において評価案をお示

しできればと思います。 

会長：例えば、ABC の評価をつけたときに、庁内で総合的に評価の評価

はするのですか。 

事務局：本部会議といって、特別職と部長等で組織される会議に評価の

結果報告はします。 

会長：分かりました。ほかに、ありますか。 

委員：全体を見ると、この場で色々審議しても、男女共同参画の意識が

隅々まで浸透するには厳しいところがあると思う。誰しもが普通に

やっていることは、黙っていても結果に表れる。全体でやっていけ

ば浸透していくのだと思います。 

事務局：おっしゃるとおりだと思います。男女共同参画室としては、ま

ずは、各担当課に施策を着実に実施してもらうよう、進行管理して

いきます。 

会長：他に御意見はございませんか。それでは、次に、その他としまし

て、事務局お願いします。 
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事務局：今期のつくば市男女共同参画審議会委員の任期は、６月 30 日

をもって満了となります。次回の委員の任命について、選考方法が

変更することになりましたので、御報告いたします。これまで、審

議会の委員は、男女共同参画の推進に関し、学識経験をお持ちの皆

様により構成されておりましたが、次回から、公募により市民委員

を３割程度含めることとなりました。これにより、次回の審議会委

員は、学識経験者、市議会議員、各種団体の代表者から 14～15 名、

市民委員５～６名の合計 20 名の方にお願いする予定です。構成員

が、大きく変わることになります。御了承くださいますよう、お願

いいたします。これまでの御尽力に、深く感謝申し上げます。事務

局からは、以上です。 

会長：以上で審議を終了させていただきます。慎重な審議、そして円滑

な議事運営に御協力いただきありがとうございました。 

事務局：ありがとうございました。委員の皆様には、この２年間、お忙

しいところ、御協力をいただき、本当にありがとうございました。

特に昨年度は、新計画の策定があり、多大な御尽力・御支援を賜り

ましたこと、重ねて御礼申し上げます。皆様からいただいた貴重な

御意見は、今後の男女共同参画 施策の中に積極的に取り入れてま

いります。これをもちまして、第１回つくば市男女共同参画審議会

を閉会いたします。 

 

 

閉会 

 



平成 30 年度 第１回つくば市男女共同参画審議会次第 

 

 

平成 30 年６月 28 日（木）10：00～11：30  

庁舎２階 防災会議室（３） 

 

 

１ 開 会 

 

２ 新委員紹介 

 

３ 議 事 

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくば APPLE PROGRAM 2013～2017）

に係る平成 29 年度施策実施状況について 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 



つくば市男女共同参画推進基本計画

（つくばAPPLE　PROGRAM　2013～2017）

平成29年度施策実施状況報告書

資料　１





平成29年度推進計画総合評価評価比較一覧

A B C D － A B C D －

１　男女共同参画の意識づ
　　くり 5 3 1 0 0 1 5 0 0 0 0

２　メディアにおける男女
　　の人権への配慮 3 2 1 0 0 0 2 1 0 0 0

３　学校教育・社会教育に
　　おける男女共同参画の
　　推進

9 7 2 0 0 0 5 4 0 0 0

１　政策・方針決定過程へ
　　の女性の参画促進 3 2 0 0 0 1 2 1 0 0 0

２　地域活動への男女共同
　　参画の促進 8 6 2 0 0 0 6 2 0 0 0

３　国際理解と交流の促進 5 5 0 0 0 0 4 1 0 0 0

１　暴力、人権侵害の根絶
　　のための啓発 4 2 1 1 0 0 2 1 1 0 0

２　相談窓口の充実と周知 5 5 0 0 0 0 3 2 0 0 0

３　被害者を支援する体制
　　強化 4 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0

１　働く場における男女共
　　同参画の推進 11 10 1 0 0 0 10 0 1 0 0

２　庁内における男女共同
　　参画の積極的推進 7 3 4 0 0 0 4 3 0 0 0

１　子育てにおける男女共
　　同参画の推進 10 5 5 0 0 0 6 4 0 0 0

２　介護における男女共同
　　参画の推進 8 5 3 0 0 0 6 2 0 0 0

３　ワーク・ライフ・バラ
　　ンスの実現に向けた支援 5 1 4 0 0 0 2 3 0 0 0

４　生涯にわたる健康につ
　　いての意識の啓発と支援 6 5 1 0 0 0 6 0 0 0 0

１　庁内推進体制の充実 3 3 0 0 0 0 2 1 0 0 0

２　市民と連携する推進体
　　制の構築 4 1 3 0 0 0 2 2 0 0 0

計 100 69 28 1 0 2 71 27 2 0 0

　　　総合評価 Ａ：順調（施策実施内容を達成している）

Ｂ：おおむね順調（施策実施内容をほぼ達成又は達成と同等とみなせる理由がある）

Ｃ：遅れ（施策実施内容を達成していない）

―：実施計画年度の変更や該当しないもの

平成28年度

５　生涯を通して男女が健
　　やかに安心して暮らす

６　推進体制の充実

Ｄ：実施事業でない施策　　　　　

２　男女が共同してあらゆ
　　る分野に参画できる社
　　会をつくる

３　暴力や人権侵害をなくす

４　男女の多様な働き方を
　　可能にする

１　互いの人権を尊重し男
　　女共同参画意識を高める

基本目標 施策の方向性 事業数

平成29年度

1





平成29年度推進計画総合評価一覧

基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

1101 男女共同参画に関する意識啓発の充実 A

1102 男・女（ひとひと）セミナーの開催 B

1103 定期的な意識・実態調査の実施 －

1104
図書館活用による男女共同参画関係図書・資料の
提供

A

1105 男女共同参画室だよりの発行 A

1201 情報活用力（メディア・リテラシー）の向上 A

1202 刊行物における男女共同参画の視点について周知 A

1203 刊行物等実態調査の推進 B

1301 男女共同参画の視点に基づく人権・性教育 A

1302 男女共同参画に関する講座の実施 A

1303 家庭生活自立促進事業 A

1304 科学教育事業の推進 A

1305 家庭教育学級教育講演会の開催 B

1306 生涯学習活動における男女共同参画の啓発 B

1307 人権を尊重する意識を育む教育・学習の充実 A

1308 女性のための文化講座の開催 A

1309 託児付き・夫婦参加型セミナーの実施 A

１　互いの人権を
　　尊重し男女共
　　同参画意識を
　　高める

３　学校教育・社会
　　教育における男
　　女共同参画の
　　推進

１　男女共同参画の
　　意識づくり

２　メディアにおけ
　　る男女の人権へ
　　の配慮

3



基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

2101 女性の市政参加促進事業 A

2102 女性リーダー育成及び人材発掘 A

2103 市政への女性の参画促進 －

2201 防犯対策事業の推進 A

2202 応急手当普及啓発活動の推進 A

2203 環境活動の啓発 B

2204 地域で活動する市民団体の意識づくり A

2205 まちづくりに貢献する団体等の支援 A

2206 女性の視点に立った防災計画・防災体制づくり A

2207
地域の防火・防災活動への女性の積極的な参加促
進

B

2208 市民参加による美化活動の推進 A

2301 国際文化交流事業の推進 A

2302 外国人のための情報提供 A

2303 外国人のための生活相談事業の推進 A

2304 各国の男女共同参画施策の収集・紹介 A

2305 外国人住民等の能力活用 A

２　男女が共同して
　　あらゆる分野に
　　参画できる社会
　　をつくる

２　地域活動への
　　男女共同参画
　　の促進

１　政策・方針決定
　　過程への女性の
　　参画促進

３　国際理解と交流
　　の促進
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基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

3101 ＤＶ防止のための教育・啓発 A

3102 加害者の対応策についての情報収集 A

3103
市民に対するセクシュアル・ハラスメントに関す
る情報の提供

B

3104
事業所に対するセクシュアル・ハラスメント防止
対策の推進

C

3201 女性のための相談室運営事業 A

3202 相談員研修の充実 A

3203 男性のための電話相談の実施 A

3204 いじめ悩み相談対応室の充実 A

3205 教育相談事業の充実 A

3301 民間シェルター（緊急避難施設）の調査 A

3302 ＤＶ被害者支援のための関係機関との連携強化 A

3303 要保護児童対策地域協議会の実施及び充実 A

3304 高齢者虐待防止ネットワークの推進 A

4101
女性の就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の
支援

A

4102 労働環境改善による企業等向けの情報提供 A

4103 自営商工業従事者支援策の研究 B

4104 商工業における女性の交流拡大 A

4105 女性起業の支援 A

４　男女の多様な働
　　き方を可能にす
　　る

２　相談窓口の充実
　　と周知

３　被害者を支援す
　　る体制強化

１　働く場における
　　男女共同参画の
　　推進

１　暴力，人権侵害
　　の根絶のための
　　啓発

３　暴力や人権侵害
　　をなくす
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基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

4106 家族経営協定の推進 A

4107 農業者組織への女性の参画促進 A

4108 女性の能力・感性等を生かした新たな産業づくり A

4109 ファミリー・フレンドリー企業の紹介 A

4110 ライフステージにあわせた働き方への意識啓発 A

4111 再チャレンジのための学習機会の提供 A

4201 女性職員の管理職登用の推進 B

4202 能力と適性に応じた人事配置の推進 A

4203 男女共同参画推進研修 B

4204 女性職員のセミナー研修への派遣 A

4205
職場等におけるセクシュアル・ハラスメント防止
対策の推進

B

4206 職場におけるパワーハラスメント防止対策の推進 B

4207 育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり A

5101 地域子育て支援拠点事業の充実 B

5102 子育て支援情報の一元管理・発信 B

5103 各種子育て相談窓口の連携・協力 A

5104 母親クラブ活動の促進 B

5105 放課後子ども教室推進事業 B

２　庁内における
　　男女共同参画
　　の積極的推進

５　生涯を通して男
　　女が健やかに安
　　心して暮らす

１　子育てにおける
　　男女共同参画の
　　推進

４　男女の多様な働
　　き方を可能にす
　　る

１　働く場における
　　男女共同参画の
　　推進
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基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

5106 つくば市幼児教育振興プログラム A

5107 子育て健康相談事業の充実 A

5108 児童発達支援事業の実施 B

5109 保育事業の推進 A

5110 子育て両親教室の開催 A

5201 介護予防事業の推進 B

5202 地域包括支援センター運営事業の推進 A

5203 在宅介護支援センター事業の推進 A

5204 家族介護者交流の促進 A

5205 高齢者福祉サービス情報ネットワークの充実 B

5206 つくば市高齢者福祉計画の推進 A

5207 住民参加型福祉サービス事業の推進 A

5208 障害者日中一時預かりサービス利用費の助成 B

5301 マタニティクラス・両親学級の充実 A

5302 つくばファミリーサポートセンター事業の推進 B

5303 放課後児童対策事業の推進 B

5304 母子家庭等児童福祉金支給事業の推進 B

5305 仕事と家庭の両立を促進するための啓発 B

３　ワーク・ライフ
　　・バランスの実
　　現に向けた支援

２　介護における男
　　女共同参画の推
　　進

５　生涯を通して男
　　女が健やかに安
　　心して暮らす

１　子育てにおける
　　男女共同参画の
　　推進
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基本目標 施策の方向性 施策番号 施　  策 総合評価

5401 妊婦の健康診査及び妊産婦保健指導の推進 A

5402 レディース検診事業の推進 A

5403 思春期保健対策の推進 A

5404 健康教育事業の推進 A

5405 食生活改善推進員地区組織活動の促進 B

5406 スポーツにおける男女共同参画の促進 A

6101 つくば市男女共同参画推進本部会議の開催 A

6102 男女共同参画連絡調整員の配置・活用 A

6103 男女共同参画指導員の配置 A

6201 男女共同参画会議の開催 B

6202 メールマガジンの検討 B

6203 男女共同参画センター（仮称）の設置 B

6204 交流コーナーの継続 A

６　推進体制の充実

１　庁内推進体制の
　　充実

２　市民と連携する
　　推進体制の構築

５　生涯を通して男
　　女が健やかに安
　　心して暮らす

４　生涯にわたる健
　　康についての意
　　識の啓発と支援
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 1 男女共同参画の意識づくり

施策名 男女共同参画に関する意識啓発の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1101

　市民や事業者に対して、男女共同参画に関する国・県・他市町村・民間団体によるイベ
ント情報や調査研究報告、図書などを収集・整理し、ホームページ等で情報を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　「男女共同参画室だより」を年４回発行し、市職員の時間外勤務削減に関する取り組みや男性の育児
休業取得体験談などについて掲載した。
　国の男女共同参画週間(6月)及び県の男女共同参画推進月間(11月)にあわせ、中央図書館での男女共
同参画関連図書の展示や啓発用横断幕を設置した。
　男女共同参画に関する意識啓発のため、推進標語（愛ことば）を募集し、つくば男・女（みんな）の
つどいで最優秀賞等の表彰をした。また、受賞作を掲載したしおりをセミナーで配布したり、チラシに
掲載し、啓発に努めた。

－

指標推移

　標語は、987作品(一般51、学生392、親子544)の応募があった。
その中から、最優秀賞１作品、優秀賞5作品を選出することができ
た。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画に関する国・県・他市町村・民間団体によるイベント情報や図書などの報収集を行い、
ホームページや情報コーナーなどで情報を提供する。
　また、国の男女共同参画週間(6月)及び県の男女共同参画推進月間(11月)に合わせ、中央図書館にお
いて啓発のための展示を行う。月間では、市内２ヶ所に啓発用横断幕を設置する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 1 男女共同参画の意識づくり

施策名 男・女（ひとひと）セミナーの開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

男91人
女368人

男76人
女273人

男104人
女443人

男42人
女435人

男65人
女335人

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1102

　男女共同参画に関する意識の向上を図り能力や行動力を高めるため、男・女（ひとひ
と）セミナーを開催する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

男・女（ひとひと）セミナー
の参加者数

男79人
女278人

男100人
女300人

実
績

【平成29年度実績】
　ワークライフバランス、柔軟な働き方、子育てなど、様々なテーマでセミナーを全15回開催した。参
加者423人/定員570人（男性65人、女性335人、子供23人）であった。
　5/17（水）　怒りとさようならをする方法
　6/24（土）　お母さんのための男の子からだ教室
　7/8（土）　介護や老後の不安・どう備えてる？
　7/23（土）　親子クッキング(ピザづくり)
　9/15（金）　歌って　リズムに乗って　心も体もリフレッシュ（音楽療法）
　9/27（水）　あなたのセカンドライフ、どう考える？
　10/4（水）　女性のための健康講座
　10/14（土）　子供の将来がＡＩに奪われる？
　10/17（火）　怒りとさようならをする方法
　12/4（月）　自宅で働く新スタイルで女性の働き方を変える！
　12/14（木）　介護や老後の不安・どう備えてる？
　1/13（土）　2020年教育が変わる！生き抜く力の育て方
　2/19（月）　女性の活躍で社会が変わる！女性が働くということ
　3/3（土）　自己肯定感を高めるボイストレーニング
　3/12（月）　ハーモニーフライトいばらき2017報告会　ノルウェー

指標推移

　参加者からのアンケートの回答では、セミナーの内容に対して
「良かった」や「とても良かった」の回答が98.5％であり、満足
度の高いセミナーを実施することができた。
　男性の参加者は、土日に開催すると多くなる傾向があるため、6
回土曜日に開催したが、将来指標に達しなかった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女が仕事と子育てや介護等の両立に伴う意識向上等、男女共同参画に関する啓発を目的に、様々な
テーマで男・女（ひとひと）セミナーを年12回程度開催する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 1 男女共同参画の意識づくり

施策名 定期的な意識・実態調査の実施

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

－

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1103

　市民・事業所・職員を対象として、５年ごとに男女共同参画に関する意識・実態調査を
実施する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

実
績

【平成29年度実績】
　男女共同参画に関する市民意識調査は、５年ごとに実施している。
　今年度は、実施年度でないため、実施していない。

指標推移

　平成28年度に実施した調査結果を基礎資料とし、市民の意識や
ニーズを施策に反映させ、つくば市男女共同参画推進基本計画
（2018～2022）を策定することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　平成28年度に実施した調査結果を基礎資料とし、本年度策定予定の男女共同参画推進基本計画（（仮
称）つくばＡＰＰＬＥプログラム2018～2022）の市民の意識やニーズを施策に反映させる。
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担当課 中央図書館 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 1 男女共同参画の意識づくり

施策名 図書館活用による男女共同参画関係図書・資料の提供

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1104

　図書館の展示スペースを活用し、男女共同参画週間等の機会に、関係図書の展示や資料
の提供を行い、男女共同参画の意識啓発に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

実
績

【平成29年度実績】
　男女共同参画室と連携し、中央図書館展示スペースに関係図書等を展示し啓発を行った。
・６/23～29
　　男女共同参画推進週間にあたり関連図書を展示した。
・11/1～30
　　茨城県男女共同参画推進月間にあわせ、男女共同参画会議のテーマである「ワークライフバラン
ス」に合わせた関係資料を展示した。

指標推移

　来館者に対し、男女共同参画に関する意識の向上に資した。

予
定

【平成29年度実施予定】
　引き続き中央図書館展示スペースを活用し、男女共同参画室と連携しながら、関係図書等を展示す
る。
　６月
　男女共同参画推進週間にあたり関連図書を展示する。
　11月
　茨城県男女共同参画推進月間にあわせ、関係資料を展示する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 1 男女共同参画の意識づくり

施策名 男女共同参画室だよりの発行

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1105

　男女共同参画の取組や様々な考え方、生き方などの紹介を通じて啓発活動を行うため、
男女共同参画室だよりを発行する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

実
績

【平成29年度実績】
　男･女(ひとひと)セミナーや男・女(みんな)のつどい、その他啓発記事をまとめた男女共同参画室だ
よりを年４回発行した。
　庁舎窓口や各窓口センター及び各交流センター等に配置した。また、ホームページにも掲載して啓発
に努めた。

第１号　６/30発行
　ハレタルミーティングｉｎつくば開催、つくば市ワークライフバランス推進室紹介　ほか
第２号　９/30発行
　女性活躍やワークライフバランスを推進する企業紹介、男・女(みんな)のつどい2017告知　ほか
第３号　12/30発行
　男・女(みんな)のつどい2017開催及び推進標語表彰報告、ハーモニー功労賞受賞者の紹介　ほか
第４号　３/30発行
　つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）審議会からの答申、市職員の働き方改革取り組み
紹介　ほか

指標推移

　予定発行数である４回にわたりだよりを発行し、男女共同参画
に関する様々な考え方、生き方などの紹介記事を掲載した。
　各窓口センターや各交流センター等において掲示板に掲示を依
頼した。また、市役所内のパンフレットスタンドに常備したり、
ＨＰへの掲載や、近隣市町村へも郵送し、市の男女共同参画に関
する施策について、広く周知することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画室だよりを年４回発行する。男女共同参画に関する情報の発信、男女共同参画推進に活
躍する市内の企業や団体の紹介、各種セミナーやつどいの報告、などの啓発記事を掲載し、男女共同参
画に対する関心と理解が深まるよう周知を図る。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 2 メディアにおける男女の人権への配慮

施策名 情報活用力（メディア・リテラシー）の向上

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1201

　男女共同参画の視点から、多様な情報を自ら主体的に読み解き、考え、意見を発信でき
る能力向上のための意識啓発に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

実
績

【平成29年度実績】
　メディア・リテラシー向上の必要性について、セミナーや男女共同参画室だよりにおいて紹介した。

指標推移

　メディアリテラシーの３要素である、メディア受容能力、メ
ディア使用能力、メディア表現能力について、紹介することがで
きた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　メディアからの様々な情報を自己判断･発信できるよう、メディア･リテラシーに関する情報の収集や
提供に関する講座を計画する。

14 



担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 2 メディアにおける男女の人権への配慮

施策名 刊行物における男女共同参画の視点について周知

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1202

　市が発行する出版物や広報紙、配信する情報が、男女共同参画の視点が取り入れられた
表現となるよう努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

実
績

【平成29年度実績】
　国や県、先進自治体からも関連情報の収集を行うとともに、市のホームページに掲載したほか、表現
やイラスト使用の注意点について、市関係各課に周知を図った。

指標推移

　男女共同参画に関する各関係機関からの情報を収集し、市関係
各課に周知が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　市で発行する出版物等が男女共同参画の視点を取り入れた表現となるよう、他市町村から情報収集す
るとともに、周知方法について検討を図る。
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担当課 広報戦略課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 2 メディアにおける男女の人権への配慮

施策名 刊行物等実態調査の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

実
績

【平成29年度実績】
　年12回発行した広報紙については、発行前に、毎月各部の企画監にイントラで掲載内容・表現等を確
認してもらい、性別役割分担を連想させる表現やイラスト等がないよう取り組んだ。
　また、課内でも「記者ハンドブック」に基づき、読み合わせを通して、男女共同参画の視点から適切
な表現となっているか複数で確認を行った。
　各課で発行する刊行物等についても、不適切な表現がないか確認するとともに、随時、相談や問合せ
に対応した。

指標推移

　男女共同参画の視点に沿った表現で、広報紙や刊行物を発行す
ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
 広報紙については、毎月企画監にイントラで確認してもらうとともに、広報広聴課で「記者ハンド
ブック」に基づき表現の確認を行うほか、男女双方の職員による読み合わせを通じて、男女共同参画の
観点上適切な表現が用いられているかを確認する。また、担当部署から刊行物の内容について相談が
あったときは、記者ハンドブックを基に内容の確認や読み合わせを実施し、適切な表現になるように努
める。

1203

　広報広聴課が収集・整理した刊行物について、主に庁内の企画監等と男女共同参画の視
点に基づいて協議し、必要に応じて発行元の各課と意見交換を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 教育指導課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 男女共同参画の視点に基づく人権・性教育

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1301

　小中学校において、男女共同参画の視点に基づく人権教育や生命尊重を含めた性教育を
行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　訪問において人権に関する発言に注意点やLGBTへの対応について啓発を図った。各学校においても個
に応じた人権に配慮した対応や教科において人権教育を図った。

－

指標推移

　教員のLGBT等の人権課題への理解が深まった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　17の人権課題に向けた各学校の適切な対応をはじめ、特に性的マイノリティー（Ｌ：レズビアン、
Ｇ：ゲイ、Ｂ：バイセクシャル、Ｔ：トランスジェンダー）に対する課題等への理解促進を図っていき
たい。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 男女共同参画に関する講座の実施

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1302

指標推移

　定員を大幅に上回る申し込みがあった。また、アンケートでは
満足度は100％であった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　地域交流センター等の各市内施設と共催し、共催講座を実施する。

実
績

【平成29年度実績】
　春日交流センターとの共催で、男女（ひとひと）セミナーを開催した。
　3/3（土）　自己肯定感を高めるボイストレーニング　参加者28人/定員25人

　文化振興課（地域交流センター等）と連携し、男女共同参画に関する共催講座を実施す
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 文化芸術課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 家庭生活自立促進事業

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1303

　男性向け料理教室や介護教室、子育て、孫育て講座、趣味を見つける講座など、生活自
立を促進するための学習機会を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　谷田部交流センター　後期講座：「男飯(めし)」
　11/19(日)～　3回開講　延受講者数48人

　二の宮交流センター　後期講座：「新米パパ・未来パパの子育てゆるカフェ～成長カレンダー作り～
ママたちもどうぞ」
　10/28(土)　１回開講　延受講者数13人

　栗原交流センター　　後期講座：「男のキッチン」
　10/1(日)～3回開講　延受講者数30人

－

指標推移

　男性向けのの講座を開催することで、自立した家庭生活の促進
に貢献することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　引き続き、男性が自立した生活を営めるような講座の開設を地域交流センターで実施していく。
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担当課 教育指導課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 科学教育事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1304

指標推移

　つくばちびっ子博士では、認定者が男女ほぼ半々となってお
り、科学技術分野等への興味・関心の入り口として、男女ともに
開けた環境が提供されている。
　科学フェスティバル・出前レクチャーにおいても、つくばの立
地条件をいかして研究施設等から、広く男女ともに専門的な技
術・知識に触れる貴重な機会を得ることで、教育への多大な貢献
となった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　つくばちびっ子博士開催期間
　７/22から８/31（40日間）

　科学フェスティバル開催日
　11/18・19（２日間）

　科学出前レクチャー受講受付期間
　６月から随時受付

実
績

【平成29年度実績】
　つくばちびっ子博士開催期間
　７/22（土）～８/31（木）（41日間）
　見学者数　延べ106,295人
　認定者数　3,748人

　科学フェスティバル開催日
　11/18（土）・19（日）（２日間）
　来場者数　12,127人

　科学出前レクチャー
    受講回数　23回
　　受講者数　1,287人

　科学技術分野などへの女性の進出につながるよう、児童生徒が楽しみながら科学技術に
触れ、科学に関する興味や関心を高める機会を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 生涯学習推進課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 家庭教育学級教育講演会の開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1305

　家庭教育学級の枠を超えた教育講演会を開催し、父親の参加を促す。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　家庭教育講演会の開催
　７/12（水）　笑って伸ばす子どもの力
　会場：ノバホール
　参加人数：512人（男性15人）
　11/21（火）　　子どもを取り巻くネット社会の現状と課題
　会場：つくば市役所
　参加人数：114（男性１人）

－

指標推移

　子育てに関する講演会であったが、男性の参加割合は低かっ
た。
　子どもの自己肯定感を高めるための見守る子育てや、子どもを
取り巻く環境について大人ができることは何かを考える良い機会
となった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　家庭教育講演会の開催
７/12
  子育て法に関する講演会
  会場：ノバホール
　予定人数：500人（男性20人）
11/21
　思春期を対象とした講演会
　会場：つくば市役所
　予定人数：200人（男性20人）
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担当課  文化芸術課/生涯学習推進課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 生涯学習活動における男女共同参画の啓発

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1306

指標推移

　ふれあいプラザでは、身近なテーマを題材とした講座をとおし
て、家庭での男女の役割分担について考える機会を提供できた。
　市民研修センターについては、男女共同参画の視点に立った事
業は実施されなかった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　ふれあいプラザおよび市民研修センターにおいて、男女共同参画の視点に立った事業を展開する。特
に昨年度実施できなかった市民研修センターでの実施を確実に行えるよう計画を立てる。

実
績

【平成29年度実績】
　ふれあいプラザ「どうやって支える！高齢者の生活と介護」
　1/17(水)　1回開講　受講者数：10人

　市民研修センターについては、男女共同参画の視点に立った講座は実施されなかった。

　ふれあいプラザ及び市民研修センターにおける学習活動において、男女共同参画の視点
に立った講座の企画・運営を推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 市民活動課 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 人権を尊重する意識を育む教育・学習の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1307

　子どもたちが、命の大切さや人権を尊重する意識を育むよう人権教室を実施する。ま
た、人権問題に対する正しい理解と認識を深めるため、人権講演会を開催し教育･学習機会
の充実に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実績

【平成29年度実績】
　啓発活動：7/9につくばイノベーションプラザにて、「第67回社会を明るくする運動つくば市大会」
街頭キャンペーンを実施した（61名参加）。
　相談事業：6/1・6、12/5・6　つくば市庁舎で特設人権相談会を行った（相談件数：25件）。
　人権教室：小学校24校，中学校9校（2,297名）を対象に実施した。
　人権啓発イベント：1/27　市内の小学生とその保護者を対象に、障害者サッカー体験者教室を開催し
た（46名参加)。

－

指標推移

　人権相談所による人権問題解決の支援及びキャンペーン、人権
教室、人権啓発イベントによる人権意識の高揚が図れた。

予定

【平成29年度実施予定】
　啓発活動：「第67回社会を明るくする運動つくば市大会」において街頭キャンペーンを実施する（７
月）。
　相談事業：6/1・6、12/5・6につくば市役所で特設人権相談所を実施する。
　人権教室：学校長会で説明し、希望の小中学校に対して実施する（通年実施）。
　人権講演会等の啓発イベント：10/29に実施する(体験型の啓発イベントを企画調整中)。
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担当課 働く婦人の家 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 女性のための文化講座の開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1308

　主催講座を、様々な内容で全36講座開講した。受講者404人（延べ受講者653人）であった。講座開講・募集周知のため、市広報
紙・ホームページに掲載し、市内交流センター（全部）に掲示した。
　5/31、6/7・14（水）午前　　はじめてのクラフトバンド
　6/1・15・29（水）夜間　　　パリスタイルのフラワーアレンジメント
　6/8・15・22（木）午後　　　楽しいハワイアンフラ
　7/1・15（土）午前　　　　　薬膳で夏を健やかに
　7/6・13・20（木）夜間　　　自分だけの日傘を作りませんか
　7/7・14・21（金）夜間　　　ヨガで疲れた身体をリラックス＆リフレッシュ
　7/22（土）午後　　　　　　　親子で紙飛行機を飛ばそう
　7/29、8/5（土）午前　　　　親子で手作りハンバーガー＆ちぎりパン
　7/28、8/4(金）午後　　　　　木綿で編む布草履
　7/25（火）午前　　　　　　　夏野菜を上手に使い切るレシピ講座
　8/23（水）午後　　　　　　　今どきのオレオレ詐欺対策講座
　9/4・11・25（月）午後　　　自分だけの日傘作りpart2
　9/7（木）午後　　　　　　　認知症を正しく理解するために
　9/8・15・29（金）午前　　　話題のズバゲッティバッグを手作りで
　10/5・12・26（木）午後　　　ママの手作りお昼寝布団
　10/12・19・26（木）午前　　初めてのオカリナ
　10/13・20・27（金）午前　　かぎ針で編むおしゃれな帽子
　10/19（木）午後　　　　　　お金が貯まる！家計術
　10/27、11/10・24（金）午後　初心者向け・英語で話そう
　10/30、11/6・13（月）午後　　気功健康法の太極拳
　11/2・9・16・30（木）午後　　きものリフォーム
　11/10・17（金）午前　　　　　メディカルアロマ＆ハーブで健康生活
　11/13、12/4（月）午前　　　　さつまいものおやつ＆マフィンづくり
　11/20・27、12/4（月）午後　　気軽に楽しめる卓球講座
　12/1（金）午後　　　　　　　飾り巻き寿司講座
　12/9（土）午前　　　　　　　聖夜を彩るハーバリウムとクリスマスリース作り
　12/16（土）午前　　　　　　　初めてのそば打ち講座
　12/17（日）午前　　　　　　　ミニ門松づくり
　1/27（土）午前　　　　　　　家庭で作る白菜キムチ講座
　2/2・9（金）午後　　　　　　布草履を編もう
　2/22（木）、3/10（土）午前　手作り味噌講座
　2/10（土）午後　　　　　　　卒業式・入学式にコサージュを！
　2/16（金）午後　　　　　　　カラオケ体操でハツラツ長生き
　3/17(土）午前　　　　　　　初めての祝い膳

指標推移

　働く女性・主婦の方の福祉増進が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　６・７月　自己開発講座　３講座　全10回
　７・８月　自己開発講座（料理）　1講座
　　　　　　自己開発講座２講座　全９回
　８・９月　自己開発講座（料理）２講座
　　　　　　自己開発講座　１講座　全７回
　10・11月　自己開発講座　２講座　３回
　11・12月　自己開発講座（料理）　２講座
　　　　　　自己開発講座　１講座　全４回
　12・１月　自己開発講座（料理）　２講座
　　　　　　自己開発講座　1講座　全６回
　１・２月　自己開発講座（料理）　1講座
　　　　　　自己開発講座　全７回
　２・３月　自己開発講座（料理）　３講座
　　　　　　自己開発講座　１講座　全７回
　３月　　　自己開発講座　３講座

実
績

【平成29年度実績】

　女性の福祉の増進を図るため必要な援助をし、女性の福祉に関する事業を総合的に行う
ことを目的として、女性のための文化講座の開催や活動を支援する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 1 互いの人権を尊重し、男女共同参画の意識を高める

施策の方向 3 学校教育・社会教育における男女共同参画に推進

施策名 託児付き・夫婦参加型セミナーの実施

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

1309

　託児付きの講座や夫婦参加型の講座など、誰もが参加しやすく、ともに男女共同参画に
ついて学べる学習機会を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　男・女（ひとひと）セミナーを15講座開催するにあたり、親子クッキング以外の14講座は託児付きと
した。延べ50人を保育した。

－

指標推移

　託児付きでセミナーを開催しているため、子育て中の方も気軽
に参加できる体制をとることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男・女（ひとひと）セミナーにおいて、誰もが参加しやすく、男女共同参画について学べるような講
座を企画し、可能な限り託児付きで講座を実施する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 1 施策・方針決定過程への女性の参画推進

施策名 女性の市政参加促進事業

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

26.0% 26.3% 28.1％ 28.2％ 30.0%

成
果

総合
評価

A

指標推移

　審議会の女性委員の割合は32.5％、委員会における女性の割合
は10.0％、全体で30.0％(平成29年4月1現在）であり、将来指標を
達成することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　審議会・委員会等における男女比の調査を行い、構成割合を公表する。また、女性委員の割合30％の
目標値達成に向けて、男女共同参画推進本部会議等で改選時に女性委員の積極的に登用するよう呼びか
けるとともに、主につくば市で活躍されている女性の審議会委員等候補者のリスト化について引き続き
整備を進める。

実
績

【平成29年度実績】
　市政運営に関する審議会・委員会等における男女比の調査を行い、構成割合を7/3付けで公表した。
　また、審議会等における女性委員のさらなる登用を働きかけるため、庁議や部長連絡会議において、
女性委員の登用について依頼した。
　さらに、各部署の委員改選時など人選の参考とする目的として、主につくば市で活躍されている女性
をリスト化した。

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2101

　市政運営に関する審議会等における女性委員の割合を公表する。全体として一方の性が
30％を割らないよう努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

女性委員の割合 23.5% 30.0%
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 1 施策・方針決定過程への女性の参画推進

施策名 女性リーダー育成及び人材発掘

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2102

指標推移

　男・女（ひとひと）セミナーで講師をする機会を提供すること
により、地域で活躍する女性リーダーの育成を図ることができ
た。

予
定

【平成29年度実施予定】
　県が主催する女性海外派遣事業の参加者募集など事業実施に当たり積極的に協力する。
　また、県の男女共同参画推進員等に、本市啓発事業への参画・協力を求め、地域で活躍する人材の育
成に努める。

実
績

【平成29年度実績】
　県が主催する女性海外派遣事業である「ハーモニーフライト2017」の参加者募集について、市ホーム
ページで紹介した。
　また、男女（ひとひと）セミナーで、ハーモニーフライトにつくば市から参加した方２名を講師に迎
え、ノルウェーの男女共同参画についての現状や日本の課題などについての報告会を開催した。

　県が主催する女性海外派遣事業への参加を呼びかけ、地域で活躍する人材の発掘・育成
に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 広聴室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 1 施策・方針決定過程への女性の参画推進

施策名 市政への女性の参画促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

50.0% 40.0% 67.0% 20.0％ －

成
果

総合
評価

－

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2103

　市政について市民と行政の相互理解を図り、女性の参画を促し、女性の視点に立った意
見が反映されるよう市政モニター制度の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

市政モニターの女性の割合 25.0%

実
績

【平成29年度実績】
　平成28年度市政モニターの任期終了をもって本事業は終了することが決定し、平成29年度市政モニ
ターの委嘱は行わなかった。

30.0%

指標推移

－

予
定

【平成29年度実施予定】
　現在、事業の見直しを行っており、実施予定が定まっていない状況である。
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担当課 防犯交通安全課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 防犯対策事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2201

指標推移

　自警団の増加や活性化により、犯罪の予防・抑止効果が図られ
た。

予
定

【平成29年度実施予定】
　自警団等の防犯ボランティア団体に対し防犯パトロール用ベストを給付し、活動の支援を行うととも
に、防犯灯を設置することで、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進する。

実
績

【平成29年度実績】
　自警団７団体に対し75着の防犯パトロール用ベストを給付した。
　また、防犯灯を461基新規設置した。

　自主防犯活動において、男女がともに参画し、安全で安心して暮らせるまちづくりを推
進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 警防課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 応急手当普及啓発活動の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2202

　男女がともに参画し、安心して暮らせる地域社会をつくるため、成人人口の20％以上の
市民が応急手当講習を受けることを目指し、応急手当の普及啓発活動を推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　救急講習会開催（年間を通し実施）
　　上級救命講習　　  　 12回開催　  159名受講
　　普通救命講習Ⅰ 　   146回開催　2,932名受講
　　普通救命講習Ⅱ　   　 3回開催　　 54名受講
　　普通救命講習Ⅲ　  　 42回開催　　713名受講
　　その他の救命講習　   30回開催　　739名受講
　　入門コース　　　　 　51回開催　1,235名受講
　上記講習会のほかに各イベント（つくばフェステバル・ひまわりまつり）では800名が受講し、全受
講者数は6,632名であった。
　啓発のため、市広報誌・ホームページに記事を掲載した。

－

指標推移

　救急講習会を通して、指導方法や救命処置の情報共有ができ、
市民に対して応急手当の重要性を認識していただき、救命率の向
上が図られた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　応急手当の講習会、各種イベント等に参加した際には、応急手当の大切さを訴え、普及率が向上する
様にＰＲ活動を実施する。さらに、小中高校の児童・生徒を対象に応急手当の普及啓発を図る。今年度
も女性消防団員に応急手当指導員講習を行い指導員を養成し、 年間6、500人の受講者を目標に応急手
当の普及啓発活動を推進する。
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担当課 環境政策課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 環境活動の啓発

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2203

指標推移

　環境マイスター育成事業として、平成29年度は4名受講（全員女
性）し4名全員が1級に認定され、1級認定者が24名となった。地域
社会の環境活動においてリーダー的役割を担う人材を育成するこ
とができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　６/18　第1回講義　受講者４名
　７/９  第2回講義　受講者４名
　８/20　第3回講義　受講者４名
　９/24　第4回講義　受講者４名
　10/１　第5回講義　受講者４名
　12/３　１級認定中間発表　発表者４名
　２/５　１級認定最終発表　発表者４名

実
績

【平成29年度実績】
　６/18　第1回講義　受講者３名
　８/18  第2回講義　受講者４名
　８/20　第3回講義　受講者４名
　９/24　第4回講義　受講者３名
　10/１　第5回講義　受講者４名
　12/３　１級認定中間発表　発表者４名
　２/４　１級認定最終発表　発表者４名

　「SDGｓ（持続可能な開発目標）」を年間テーマに年５回の講義を実施し、４名が受講した。結果と
して４名が１級に認定された。

　環境マイスター等、男女がともに参画する事業を展開し、環境活動の啓発に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 地域で活動する市民団体の意識づくり

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2204

　地域で活動する区会やＰＴＡ等の市民団体において、固定的な性別役割分担意識の見直
しと意識づくりのため、出前講座の実施等の意識啓発に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　「ワークライフバランスの推進について」の出前講座を用意したが、申し込みはなかった。
　区会回覧は、全12回実施し、男女共同参画に関する情報提供を実施した。

－

指標推移

　出前講座は実施しなかったが、区会回覧を利用し、男女共同参
画に関する様々な情報を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　出前講座を実施するなど地域で活動する市民や団体への男女共同参画に対する意識啓発に努める。
　また、区会回覧等により男女共同参画に関する情報を広く市民へ提供する。
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担当課 市民活動課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 まちづくりに貢献する団体等の支援

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2205

指標推移

　NPO法人やボランティア団体等との連携・協働の実績及びアイラ
ブつくばまちづくり補助金申請・交付団体が前年度より増加した
ことにより、協働によるまちづくりを推進することができた。ま
た、アイラブつくばまちづくりキャンペーン表彰式・フォーラム
を通じて広く事業の理解促進が図られた。

予
定

【平成29年度実施予定】
①市民活動センター管理運営事業
  施設の老朽化に伴う修繕を行い、施設の安心・安全の確保を図る。
　市民協働の推進を図るための各種事業及び相談業務を行う。
　施設の環境改善を図るために、移転を視野に入れての調査・検討を継続的に実施する。
②市民協働推進事業
　市民の主体的な社会貢献活動を応援するとともに、市民と行政との協働の推進体制の整備・啓発活動
や市民活動協働事業などを実施する。
　茨城県県民運動推進室と連携し、ＮＰＯ等の連携・協働事業の実施状況等調査を行う。
　ＳＮＳ（フェイスブック）を活用し、市民活動団体・区会・市民活動イベント等の情報発信を行う。
③アイラブつくばまちづくり支援事業
　アイラブつくばまちづくり補助金を通じて市民協働の活性化と更なる公共サービスの増進を図る。
　市報、市民活動センター、フェイスブック等を活用し事業啓発を図る。
　アイラブつくばまちづくりキャンペーン・フォーラム表彰式（９月下旬）の開催

実
績

【平成29年度実績】
①市民活動センター管理運営事業
  指定管理者制度を活用し、指定管理団体と協働で管理運営を行った。
  ・5/10、9/7　モニタリングチェック実施
  ・利用者数　12,895名　・相談業務　219件
　・指定講座　5講座　参加者数31名　・自主講座　21講座　参加者数98名
　・2企画・イベント実施　来場者数約3,700名
　・7/28　諮問委員会　委員10名中7名出席
　・9/26　利用者懇談会　参加者数　22団体38名
②市民協働推進事業
　・庁内各課等が市民団体等と連携・協働を図りながら、142事業を実施できた。
　・SNS（フェイスブック）を活用し、団体取材33回、イベント取材27回、区会取材12回、計72回の取
材を行い、230回の投稿を行った。
　・筑波大学との連携によるSNS（フェイスブック）の運営会議を5/15、9/7、11/20、3/20に行った。
　・年間を通じて市民協働推進物品の貸出しを実施した。
③アイラブつくばまちづくり支援事業
　・アイラブつくばまちづくり補助金の募集及び審査（５月・８月・10月）
　5/23　21団体採択　1団体不採択で決定　（1団体申請取下げ）
　・交付確定額2,426,000円
　6/28　28年度実践団体評価　活動事例集作成
　8/17　6団体採択　交付決定額　493,000円
　9/23　アイラブつくばまちづくり表彰式・フォーラム　参加者数91名　実践団体証26団体交付　NPO
法人kosodateはぐはぐ、元気でいよう会による事例発表　（一社）会議ファシリテーター普及協会代表
の釘山健一氏による講演
　11/17　3団体採択　交付決定額　450,000円

　市の事業や社会貢献に、男女がともに参画する活動を支援し、魅力あるまちづくりを推
進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 危機管理課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 女性の視点に立った防災計画・防災体制づくり

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2206

　災害時における女性のニーズに対応できるよう、女性の視点を取り入れた防災計画・防
災体制づくりに努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　災害時備蓄品としてメイク落としシート　600袋購入
その他に女性向け生理用品や育児向け授乳服や女性用下着などを備蓄品として整備している。

－

指標推移

　女性の視点に立った災害時備蓄体制を整備することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　女性に配慮した備蓄品の整備を行う。
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担当課 地域消防課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 地域の防火・防災活動への女性の積極的な参加促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2207

指標推移

　幼稚園・保育所の幼児が防火教室に参加することで、今はもと
より将来的にも火災に対する対処法を覚えることができた。
また、高齢者への防火寸劇でも火災時の対処方法を覚えることが
できた。

予
定

【平成29年度実施予定】

　つくば市消防団女性団員により、幼稚園や保育所などの幼児を対象に、事前の火災予防や万が一の火
災時の対処方法などを、寸劇を通して防火教室を開催する。
　また、消防署員とともに住宅等を訪問し、住宅用火災警報器の設置促進を図り、特に高齢者宅につい
ては火災を予防するためのアドバイス等を行う。

実
績

【平成29年度実績】
　つくば市消防団女性団員により、つくば市立桜幼稚園ほか3幼稚園・つくば市立上広岡保育所ほか12
保育所、計17施設を訪問し、延べ約700名の幼児に防火教室を開催した。また、豊里長寿大学におい
て、高齢者約100名にむけ防火寸劇を披露し火災予防の啓発を行った。

　女性の視点に立ち、より地域に密着した予防活動を行い、火災等の発生を未然に防ぐと
ともに防火・防災活動へ女性が積極的に参画することを推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 市民活動課 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 2 地域活動への男女共同参画の促進

施策名 市民参加による美化活動の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2208

　男女がともに協力し自分たちの住む地域を美しくするとともに、思いやりの心を育てる
ため、ウェルカムフラワーCityつくば事業を推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　５/20　　　春のセンター地区花壇づくりを実施（参加者約200名、約1950株を植栽）
　６/７・８　春の花苗配布を実施（約120団体に、春の花苗約10,300株を配布し植栽）
　８/５　　　夏のセンター地区美化活動を実施（実行委員会員14名が参加）
　10/14　　　秋のセンター地区花壇づくりを実施（参加者約130名、約1,900株を植栽）
　11/７・８　秋の花苗配布を実施（約120団体に花苗約9,600株を配布し植栽）
　４・５・10月に実行委員会を開催（年３回）

－

指標推移

　センター広場やTX駅前周辺、市内各地区の花壇づくりを市民が
行うことで、環境美化意識の向上が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　5/20　春のセンター地区花壇づくり
　6/7　春の花苗配布（筑波地区団体は別日程）
　8/5　夏のセンター地区美化活動
　10/14　秋のセンター地区花壇づくり
　11/4・5　秋の花苗配布（筑波地区団体は別日程）
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担当課 国際交流室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 3 国際理解と交流の促進

施策名 国際文化交流事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

12回 11回 23回 29回 24回

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2301

　日本文化・外国文化の相互理解を促進するため、つくば市国際交流協会と連携し、日本
語学習の機会や誰もが自由に参加できる国際交流イベントを展開し、国籍を超えた住民交
流を推進していく。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

国際理解講座の実施数 2回

実
績

【平成29年度実績】
・つくばワールドフットサル2017の実施
　　開催日：11/11(土)、場所：鹿島アントラーズつくばアカデミーセンター
　　参加状況　参加者492名（そのうち外国人　21ヶ国、144人）
　　※2016大会参加者443人（うち外国人21ヶ国、86人）
・姉妹都市との電子ペンパル交流事業
　　内容　ミルピタス高校美術部の生徒６人と竹園高校生徒８人による美術作品（絵画や習字等）と手
紙の交換による文化交流を実施（合計14作品）
　　実施日　11/４・５に開催された市民文化祭で展示。
・国際理解講座
　　実施校：小学校/８校、中学校/２校、義務教育学校/１校
　　開講回数：24回　※平成28年度は29回開講
・外国文化紹介講座「世界のお茶のみ話」の実施
　　場所及び開催日時：Ｂｉｖｉにおいて毎月第３土曜日開催
　　参加者数：432人
　　開催数及び紹介国：12回（ネパール、中央ユーラシア、東ティモール、
　　　難民、ＴＩＳ、タジキスタン、ブラジル、モンゴル、ナイジェリア、フランス、
　　　イタリア、ベトナム）
・City Chat Cafeの実施
　　内容：英語を共通語に誰もが気軽に参加可能なカフェを、筑波大学、筑波研究
　　学園都市交流協議会、つくば市国際交流協会の３者共催事業として毎月開催。
　　参加者数：約600名/各回50名程度

10回

指標推移

　スポーツ（フットサル）や姉妹都市との交流を通じて、今まで
機会に恵まれなかった方などを含め、より多くの市民が、相互理
解を増進し、友好関係を深めることができた。
　「世界のお茶のみ話」や「City Chat Cafe」の開催により、直
接的な会話やふれあいを通じて、多文化への興味と相互理解への
場を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
・つくばワールドフットサル大会2017
　国籍を問わず誰もが気軽に参加できるスポーツイベントとしてフットサル大会を開催する。
・姉妹都市との電子ペンパル交流事業
　平成25年度まで実施していた、ミルピタス市とつくば市との学生同士の電子メール文通を実施する予
定。青少年相互の国際交流及び異文化への理解促進を図る。

＜（一財）つくば市国際交流協会事業＞
　「世界お茶飲み話」というBiviでの外国文化紹介講座を通じて日本人が外国文化に理解を深めるイベ
ントの開催
　City Chat Cafe　英語を共通語に、誰もが気軽に参加可能なカフェの開催

37



担当課 国際交流室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 3 国際理解と交流の促進

施策名 外国人のための情報提供

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2302

指標推移

　外国語広報紙や外国語のホームページで、市内の行政情報やイ
ベント情報を提供することで、外国人への生活利便性の向上に役
立てた。

予
定

【平成29年度実施予定】
・外国語広報紙の発行
　「広報つくば」から外国人に必要な情報を、留学生交流員により６カ国語に翻訳して隔月発行する。
・研究所や学校などに在籍する外国人をあらかじめ把握して、できるだけ多くの外国人に確実に届け
る。
　
・多言語版ホームページ管理運営
　外国語広報紙では伝達の難しい即時性の求められるイベント情報などを、英語・中国語・やさしい日
本語の３言語でツイッター、フェイスブックも活用しながら広報する。
　
・市民向け各種資料の外国語版作成
　他部署からの翻訳や翻訳チェック依頼に対応する。

・マイシティつくば英語版のリニューアル

実
績

【平成29年度実績】
・外国語広報紙の発行
　　発行回数：隔月（奇数月　６回/年）
　　翻訳語数：６カ国語
　　発行部数：15,546部　※平成28年度 15,570部
　　　内訳（英7,141部／中3,069部／韓1,648部／タイ957部/ポルトガル1,622部
　　　　　　　／スペイン1,109部）
　　配布先：研究所や企業、保育園、幼稚園、小中学校、高校、大学等
　　※在席する外国人の数を事前調査することで、多くの外国人に確実に届ける
　　　 よう心がけた。
　　内容：「広報つくば」等から、外国人に必要な情報を抽出し、留学生交流員
　　　が翻訳する。
・マイシティつくばやLiving in Tsukubaの英語版、中国語版を発行した。
　　発行部数　マイシティーつくば：部、Living in Tsukuba：部
　　　【内訳】　英語：マイシティーつくば：5,000部、Living in Tsukuba：2,500部
　　　　　　　　 中国語：マイシティーつくば：600部、Living in Tsukuba：600部
・多言語版ホームページのページビュー（閲覧）数：61,730件（年間）
　　※平成28年度　57,439件

　外国人住民の生活利便性の向上を目的として、外国語版ホームページや外国語広報紙を
使って、生活情報を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 国際交流室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 3 国際理解と交流の促進

施策名 外国人のための生活相談事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2303

　つくば市国際交流協会と連携し、外国人のための相談室を開設し、外国人住民が抱える
問題解消のための助言等を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　外国人のための相談室
　　相談件数…61件（英語41件，中国語18件，日本語2件）
　　　※H28実績74件
　　相談内容：就学、教育、子育て、健康保険、年金、就労、雇用、
　　　健康、医療など

－

指標推移

　外国人のための相談室の事業をすることで、外国人への生活の
支援及び問題解決へのきっかけの場として事業を行うことができ
た。

予
定

【平成29年度実施予定】
（一財）つくば市国際交流協会事業
　つくば市外国人のための生活相談室
　専門スタッフを配置することで、外国人の相談に的確に応える。
　水曜日９時～16時
（英語・やさしい日本語）
　水曜日10時～13時
（中国語・やさしい日本語）
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 3 国際理解と交流の促進

施策名 各国の男女共同参画施策の収集・紹介

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2304

指標推移

　男・女（ひとひと）セミナーを通して、ノルウェーの男女共同
参画等に関する取組について紹介することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　各国の男女共同参画の取組や子育て支援などを男・女（ひとひと）セミナーや男女共同参画室だより
などで紹介する。

実
績

【平成29年度実績】
　ハーモニーフライト参加者を講師に迎え、ノルウェーの男女共同参画の取組や子育て支援などを男・
女（ひとひと）セミナーで紹介した。また、その様子を男女共同参画室だよりで紹介し、公共施設に掲
示したり、ＨＰに掲載した。

　つくば都市振興財団等の関係機関や、市内在住外国人等の協力を得て、各国の男女共同
参画の取組情報を収集し、紹介する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 国際交流室 施策番号

基本目標 2 男女が共同してあらゆる分野に参画できる社会

施策の方向 3 国際理解と交流の促進

施策名 外国人住民等の能力活用

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

2305

　女性問題等に関する日本と外国の状況の情報を交換するため、ボランティア登録者や外
国人留学生等との交流を進め、市が行う事業へ外国人住民の参加を促進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
・つくばワールドフットサル大会2017における外国人参加率
　　参加率：29.3％　492人（うち外国人 21か国144人）
　　参加率向上への取組み内容
　　①大会会場の変更
　　　ウエルネスパークからアントラーズアカデミー（みどりの駅）
　　　※車を持たない外国人が参加しやすくするため
　　②駐車場から大会会場までの送迎サービス
　　　 会場には参加者用の駐車場がないため、旧谷田部庁舎を関係者用
　　　駐車場として、同旧庁舎から会場までの送迎サービスを実施した。
・国際理解講座における留学生と児童生徒のとの多文化交流
　　講座実施校：小学校/８校、中学校/２校、義務教育学校/１校
　　開講数：24回開講　※平成28年度は29回開講
・つくば市国際交流協会事業における外国人住民との交流事業
　　医療機関へのメディカル英会話講座実施：参加者/80名
　　　（内科・小児科29名、産婦人科13名、歯科7名、薬の処方31名）
　　医療機関への医療通訳ボランティア派遣：依頼数/94件
　　 （実派遣数/85件、キャンセル/3件、派遣該当者なし/6件）

－

指標推移

　スポーツ（フットサル）を通じて、言葉が通じなくても交流が
できる場を提供することで、外国人住民の相互交流ができた。
　小中学生を対象とした国際理解講座の開催により、国際交流員
や留学生交流員の出身国の文化などの理解促進が図られた。
　国際交流協会の医療通訳ボランティアを医療機関の要請により
派遣することで、診察から経理までの複雑な手続きをスムーズに
行うことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
・つくばワールドフットサル大会2017の開催（10/21予定）
　時期を１ヶ月早めて、JICA研修生の帰国前に開催することで参加率アップを図る。

・留学生交流員による国際理解講座の開催
　留学生自らが母国を紹介することで、市民間の国際交流及び国際理解の向上を図る。

（一財）つくば市国際交流協会事業
・日本語交流大会及び日本語スピーチコンテストの実施
　医療通訳ボランティア派遣事業
　観光英語ボランティア講座
　つくば市ならではの有能な外国人ボランティア等の活用により、各種事業をスムーズに運営する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 1 暴力、人権侵害の根絶のための啓発

施策名 ＤＶ防止のための教育・啓発

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3101

指標推移

　不特定多数の市民に対し、意識啓発を図ることができた。
　併せて相談機関の周知も図ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　各種セミナーやつどい開催時などに、配偶者等からの暴力防止に関する資料を掲示し、啓発を図る。
　また、11月の｢女性に対する暴力をなくす運動｣に合わせ、中央図書館において、パネル展示や関連図
書の掲示を行う。
　女性のための相談室の周知を図るため、区会回覧を年２回行う。

実
績

【平成29年度実績】
　まつりつくば会場で、「つくば市女性のための相談室」及び「ＤＶ相談ナビ（内閣府）」を案内する
名刺型カードを各250枚配布し、周知を図った。
　11/12～25の「女性に対する暴力をなくす運動」（内閣府）期間中に、啓発ポスターを情報コーナー
に掲示した。
　区会回覧及び市内スーパーに依頼し、「つくば市女性のための相談室」の案内を６回実施した。

　配偶者等からの暴力は犯罪であるという意識の浸透と理解の促進を図るため、男・女
（ひとひと）セミナーやホームページ等において、教育・啓発活動を行う。また、暴力が
子どもに与える影響や、未婚の若者間の暴力についても意識啓発に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 1 暴力、人権侵害の根絶のための啓発

施策名 加害者の対応策についての情報収集

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3102

　配偶者等からの暴力被害などがくり返される相談への対応策として、加害者の暴力等の
再発を防ぐため、関係機関等の情報収集に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　7/13（木）茨城県南地域ＤＶ対策ネットワーク会議に参加し、茨城県婦人相談所、県南市町村、管轄
の警察署の担当者と、ＤＶ関連の事案について、傾向と対策について情報交換をした。

－

指標推移

　ＤＶ被害者及び加害者に関する対応は、庁内関係部署や茨城県
婦人相談所、警察署など関係機関と連携できる体制の整備するこ
とができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　ＤＶ加害者の暴力等の再発を防ぐため、関係機関等の情報収集に努める。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 1 暴力、人権侵害の根絶のための啓発

施策名 市民に対するセクシュアル・ハラスメントに関する情報の提供

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3103

指標推移

　講座の開催はできなかったが、困った時に役立つ情報を、簡単
に検索できる環境を作った。
　また、女性のための相談員に茨城労働局のセクハラ相談窓口周
知し、相談があった場合、適切な社会資本につなぐ体制を整え
た。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男･女(ひとひと)セミナーにおいてハラスメントに関する講座を計画する。
　また、セクシュアル･ハラスメントに関する情報をホームページや男女共同参画室だより等で提供す
る。

実
績

【平成29年度実績】
　男・女（ひとひと）セミナーでは、セクハラに関する講座を開催しなかった。

　厚生労働省のＨＰ「職場でのセクハラにお困りの方へ」のリンクを、つくば市のＨＰにはり、セクハ
ラの定義や、相談場所がすぐに探せるようにした。

　セクシュアル・ハラスメントは職場だけで起こることではなく、人権侵害であるといっ
た社会的な認識や、関連する法律や省令など、セクシュアル・ハラスメントに関する情報
を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 1 暴力、人権侵害の根絶のための啓発

施策名 事業所に対するセクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

C

実
績

【平成29年度実績】
特になし

－

指標推移

　国のパンフレットやHP等により情報提供をすることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　各種団体等の情報を収集し、市内企業の事業主に対して情報提供、啓発活動を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3104

　職場等におけるセクシュアル・ハラスメントの防止に関する情報をホームページ等で提
供し、事業主に啓発する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －
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担
当
課

男女共同参画室 施策番号

本
目

3 暴力や人権侵害をなくす
策
の
方

2 相談窓口の充実と周知
施
策
名

女性のための相談室運営事業
施
策
内
容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総
合

評
価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3201

　女性に対する暴力やセクシュアル・ハラスメントなどについて、必要な情報を提供する
とともに、女性が主体的に思考・行動できるよう相談・支援を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　女性のための相談室で、578件の相談があった。
　うち、ＤＶが84件、セクハラは7件であった。

－

指標推移

　相談することで相談者自身が抱えている問題の原因に気づき、
自立に向けた準備や自分自身と向き合う機会にするなど、問題の
解決に向けて一定の成果があった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　女性に対する暴力や様々なハラスメントなども含め、悩みを抱える女性を対象に、問題解決に必要な
情報を提供するとともに、女性が主体的に思考・行動できるよう相談・支援を行う。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 2 相談窓口の充実と周知

施策名 相談員研修の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3202

指標推移

　相談員からの提案で、相談件数の多い離婚にまつわる内容の研
修を実施した。
　事例検討会では、効果的な支援ができるよう相談員及び担当職
員間で情報共有することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　相談者の抱えている問題等は年々複雑化し解決困難なものが多く、相談１件につき相談員の費やす時
間や負担は大きくなってきていることから、相談員の資質向上と情報交換の機会として相談員研修会を
年２回実施する。
　また、県や近隣市町村、庁内相談員等との情報交換の場としても活用する。

実
績

【平成29年度実績】
　1/30（水）養育費、面会交流に係る離婚前プログラムについて
　2/22（木）つくば市における生活保護の概要と現状について
　また、毎月事例検討会を実施し、実際の相談ケースを基に問題点等の協議を行い、情報の共有及び周
知を図った。

　相談業務についての必要な知識や能力を身につけ、相談者のニーズに即した対応ができ
るよう相談員の資質を高めると同時に、相談員の抱える問題に対応するために相談員研修
を実施する。また、関係機関との情報交換を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 2 相談窓口の充実と周知

施策名 男性のための電話相談の実施

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

３回 ４回 ４回 ４回 4回

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3203

　社会的性別や性別役割分担等により、問題や悩みを抱えている男性に対し、相談・支援
を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

男性のための電話相談の実施
回数

２回

実
績

【平成29年度実績】
　男性のための電話相談を４回実施し、全13件の相談があった。
　相談員には、一般社団法人日本産業カウンセラー協会東関東支部の男性産業カウンセラーを派遣依頼
した。
　6/22(木)18:00～20:30　相談件数５件
　9/21(木)18:00～20:30　相談件数３件
　12/7(木)18:00～20:30　相談件数３件
　2/27(火)18:00～20:30　相談件数２件
　
　広報としては、全地区を対象に区会回覧を各回行うとともに、広報つくば、市ホームページ、市内
スーパーに掲載し、周知した。

４回

指標推移

　広報活動に、スーパーマーケットの掲示板にチラシの掲示を依
頼したところ、相談件数は、前年度９件から13件に増加した。

予
定

【平成29年度実施予定】
　悩みを抱える男性を対象として男性のための電話相談を相談のしやすい曜日及び時間帯を検討したう
えで年４回実施する。
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担当課 教育相談センター 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 2 相談窓口の充実と周知

施策名 いじめ悩み相談対応室の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3204

指標推移

　いじめや悩み、苦情の相談対応を教育指導課においても行うこ
とにより、相談の窓口が広がった。また、カードやチラシを配布
したことで、相談機関を周知することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　教育指導課内の直通電話をいじめ相談対応の窓口として利用する。また、教育相談センターにおいて
は、電話相談・面接相談を実施する。
平成29年度も児童生徒の家庭に電話番号を明記したカード 『 ひとりじゃないよ 話していよう 』 を
小学5年生から中学7年生配付し、その利用について児童生徒及び保護者に周知する。

実
績

【平成29年度実績】
　教育相談センターの電話相談・面接相談も含めて、児童生徒・保護者からの相談に十分対応すること
ができた。
　相談件数　電話　　184件（H28　206件）
　　　　　　面接　1,566件（H28　1,781件）

　いじめ悩み等における人権の侵害や、虐待等の問題に適切に対応するために、いじめ悩
み相談対応室を設置し、相談対応の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 教育相談センター 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 2 相談窓口の充実と周知

施策名 教育相談事業の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3205

　小・中学校でのいじめや不登校など不適応に関する問題や男女平等に関する問題など
様々な相談への対処・援助の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　市内の小中学校・義務教育学校より１名づつ参加し、51名で研修を行った。研修内容は、講話及び小
グループに分かれてのワークショップ形式・SGE（構成的グループエンカウンター）などを実施した。

－

指標推移

　10年次未満の比較的経験の浅い教職員に対して、講話や事例研
修・ワークショップなどを行うことで、児童生徒に接する上での
スキルを身に付けることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　8月につくば市総合教育研究所において、10年次未満の教職員を対象に、一昨年度と同様の内容で学
校生活スキルトレーニング研修を実施予定。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 3 被害者を支援する体制強化

施策名 民間シェルター（緊急避難施設）の調査

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3301

指標推移

　警察での一時保護について、情報を得ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　緊急時に備え、県内外の民間シェルターや自立支援施設等の情報収集に努める。

実
績

【平成29年度実績】
　緊急時に備え、県内の官・民シェルターや自立支援施設、市営住宅の入居手続きについて情報収集し
た。

　配偶者等からの暴力を受け、保護を求めている人に対応するため、県内外の民間シェル
ターに関する情報の収集に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 3 被害者を支援する体制強化

施策名 ＤＶ被害者支援のための関係機関との連携強化

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3302

　ＤＶ被害者への的確な支援を図るため、相談事例の情報交換を行うなど、関係機関相互
による連携を強化する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　7/13茨城県南地域ＤＶ対策ネットワーク会議に参加し、茨城県婦人相談所、県南市町村、管轄の警察
署の担当者と、ＤＶ関連の事案について、傾向と対策について情報交換をした。

－

指標推移

　男女共同参画室に相談のあったＤＶ被害者について、市関係各
課のみならず、婦人相談所や管轄の警察署と連携し、対応するこ
とができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　ＤＶ被害者への的確な支援を図るため、相談事例の情報交換を行うなど、県婦人相談所、警察署、庁
内関係部署等の関係機関相互による連携を強化する。
　引き続き「女性安心パートナー」（女性警察官による24時間対応相談窓口）を市ホームページで紹介
するとともに、市のホームページからリンクさせる。
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担当課 子育て相談室 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 3 被害者を支援する体制強化

施策名 要保護児童対策地域協議会の実施及び充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3303

指標推移

　関係機関の連携を深め，児童虐待の未然防止や早期発見を図る
とともに、再発防止に向け、関係機関による家庭への支援体制を
構築した。

予
定

【平成29年度実施予定】
　つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会(地域包括支援課、障害福祉課、こども政策課子育て相談
室)を年１回、実務者会議を年３回、個別ケース検討会議を必要に応じて開催することにより、関係機
関の連携を深め、児童虐待の未然防止や早期発見を図る。

実
績

【平成29年度実績】
・つくば市虐待ネットワーク会議１回実施(地域包括支援課、障害福祉課、こども政策課子育て相談
室、医師会、警察等関係機関)
・実務者会議３回実施
・個別ケース検討会議16回実施

　「つくば市要保護児童対策地域協議会」において、関係機関が情報や考え方を共有して
円滑な連携を図り、保護や支援が必要な児童及び家庭の早期発見や適切な支援を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 地域包括支援課 施策番号

基本目標 3 暴力や人権侵害をなくす

施策の方向 3 被害者を支援する体制強化

施策名 高齢者虐待防止ネットワークの推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

3304

　高齢者虐待の防止及び早期発見について協議・支援するため、関係機関や事業者等と高
齢者虐待に関するネットワーク化を図り、支援体制の充実に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
・つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会の開催
　　７/19（水）　参加者　27名
　　報告事項：平成28年度つくば市虐待防止事業報告、平成29年度つくば市虐待防止事業計画
　　協議事項：平成28年度虐待対応ケースの振り返りと評価について

・つくば市虐待防止ネットワーク実務者会議の開催
　　第１回つくば市虐待防止ネットワーク実務者会議（高齢者専門部会）
　　　10/24（火）　参加者26名
　　　内容：つくば市高齢者虐待対応マニュアルについて
　　　　　　高齢者虐待対応事例の評価について
　　　　　　事業者向け高齢者虐待防止事業について
　　第２回つくば市虐待防止ネットワーク実務者会議（高齢者専門部会）
　　　３/14（水）　参加者31名
　　　内容：高齢者虐待対応の評価について
　　　　　　養介護施設向け虐待防止テキストについて
　　　　　　市民向け高齢者虐待防止啓発事業について

－

指標推移

　運営委員会を障害福祉課、子育て相談室、地域包括支援課の合
同で開催する事で、課題共有と虐待対応の連携ができた。

　実務者会議では、高齢者虐待対応の評価をして頂き、虐待対応
の向上と関係機関とのネットワーク構築ができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
・つくば市虐待防止ネットワーク運営委員会の開催
・つくば市虐待防止ネットワーク実務者会議の開催
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 女性の就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の支援

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4101

　国・県等と連携し、求人情報の収集、職業能力開発の方法、新しい就業形態などに関す
る情報の収集を行い、つくば市産業情報ネットワーク等により、情報提供を行う。また、
退職や休業した女性の再就職及び職場復帰を支援するため、国等が行っている支援策を事
業主に周知する。さらに求人情報については、つくば市ふるさとハローワークと連携す
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　就業関連情報の提供と再就職、職場復帰を支援するため、つくば市ふるさとハローワークとの連携
強化に加え、国、県、ハローワーク土浦等の協力を得ながら、女性就業関連の情報収集に努めた。
　つくば市ふるさとハローワークの支援により女性676人（常時雇用261人、パート415人）が就職し
た。また、ハローワーク土浦と連携し、保育職求職者に対して、市内保育所の見学会を２回実施し女
性15人の参加があった。

－

指標推移

　就業関連情報の提供により、女性の再就職・職場復帰を支援す
ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　女性の就業関連情報の提供と再就職、職場復帰を支援するため、つくば市ふるさとハローワークと
の連携強化に加え、国、県、ハローワーク土浦等の協力を得ながら、女性就業関連の情報収集に努め
る。
　また、国、県、ハローワーク土浦が主催する女性就業に関するセミナー等の案内周知を行い、市内
事業者への支援策の情報を提供する。
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 労働環境改善による企業等向けの情報提供

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4102

指標推移

　女性の労働環境改善に向けて、情報提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　企業との積極的取組事例の紹介や男女雇用機会均等法等の労働関係法令の普及啓発に努める。
　また、女性の役割が拡大されている労働内容の実態に即した条件整備を推進するため、これらに関
する情報を収集し、企業等への広報活動に努める。

実
績

【平成29年度実績】
　男女雇用機会均等法等の労働関係法令の普及啓発に努めるとともに、女性の労働内容の実施に即し
た条件整備を推進するため、資料提供等を通じて企業等への広報活動に努めた。（ハローワークにて
配布）

　企業等に向けて男女格差を是正してきた企業の積極的取組事例の紹介や男女雇用機会均
等法をはじめとする労働に関する法令の普及啓発に努める。また、パート・派遣・契約労
働には、女性がかかわることが多く、その役割も補助的なものから基幹的なものへと広
がっている。しかし、条件面で十分に整備されていないことから、これらに関する情報を
収集し、企業等に対する広報活動を進める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 自営商工業従事者支援策の研究

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4103

　自営商工業に従事している女性の労働時間・休業補償等の労働環境の向上について、つ
くば市商工会における協議等によって取り組む。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　商工会との協議を行い、支援策の検討を行った。

－

指標推移

　商工会と情報共有することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　自営商工業に従事する女性の労働時間・休業補償等の労働環境の現状及び課題を整理し、つくば市
商工会と協議しながら、その研究及び支援策の検討に努める。
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 商工業における女性の交流拡大

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4104

指標推移

　商工会との連携を通じて、女性の交流拡大に寄与することがで
きた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　つくば市商工会との連携により、各種セミナーへの女性参加を図り、商工業における女性の経営参
画の機会拡大及び組織活動の活性化促進に努める。

実
績

【平成29年度実績】
　つくば市商工会との連携により、産業フェアや各種セミナーへの女性参加を図るとともに、茨城マ
ルシェ（中央区銀座）でのPR、物産販売等を実施し、商工業における女性の経営参画の機会拡大及び
組織活動の活性化促進に努めた。

　商工業における女性の経営参画拡大を図るため、つくば市商工会と連携し、組織への女
性の参加や女性による組織活動の活性化、各種セミナーへの女性の参加等を促進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 女性起業の支援

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4105

　各種セミナーの周知や支援制度の情報提供を行う。また、相談者に対し、各支援機関と
連携し、各種情報提供や相談業務を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　国の認定を受けた創業支援事業計画に基づき、創業セミナー・各種情報提供・創業相談等の創業支
援事業を実施し、女性起業に関する支援を進めた。
　（平成29年度における女性創業支援者62人、新規創業者11人）

－

指標推移

　女性の起業希望者に対して、適切な支援を行い、新規創業につ
なげることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　創業支援事業計画に基づき、つくば市商工会、つくば研究支援センター、筑波大学、産総研、日本
政策金融公庫等と連携しながら、創業セミナー・各種情報提供・創業相談業務等の創業支援事業を実
施し、女性起業に関する支援を進める。
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担当課 農業政策課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 家族経営協定の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

179件 183件 189件 193件 200件

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4106

指標推移

　家族経営協定の締結により女性の地位の向上が図れた。
　視察研修を実施したことにより農業者間のつながりの強化が図
れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協定内容見直しの働きかけを継続して行う。
　家族経営協定の締結者間の意見交換や交流を深め、農業者間のつながりを強化するため、視察研修
等への参加を促す。

実
績

【平成29年度実績】
・新規締結へ向けた啓発活動を行い７組が締結に結びついた。
・農業者間のつながりを強化するため、視察研修を実施し19名が参加した。

　家族経営協定（家族で取り組む農業経営における取決め）を締結することにより、家族
間で快適な労働環境がつくれるよう農業者への普及啓発を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

家族経営協定締結累計 164件 188件
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担当課 農業政策課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 農業者組織への女性の参画促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4107

　女性が農業者の組織へ積極的に参加することにより、発言の場が拡大できるよう各種会
議等への積極的な参加を促進するなど、意識改革のための啓発を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実績

【平成29年度実績】
・一定条件のもと、農協の正組合員、総代、理事職に就くことが女性農業者でも可能である旨を広く
周知し、積極的に組織に参加するよう啓発した。
・女性農業者の意識改革を図るため、男女共同参画会議・研修・セミナー等へ参加するよう啓発し
た。
・平成29年度において、つくば市農業農村男女共同参画社会推進委員会を３回開催した。

－

指標推移

　啓発、会議を通して女性農業者の意識向上が図れた。

予定

【平成29年度実施予定】
　農業に従事している女性の多くが、農協の正組合員となれることを周知し、積極的に農協総代や農
協理事等の役職に就き、組織に参加するよう啓発する。

　男女共同参画会議・研修・セミナー等へ参加するよう促し、女性農業者の意識改革を図る。
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担当課 農業政策課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 女性の能力・感性等を生かした新たな産業づくり

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4108

指標推移

　イーアスイベントへの出展やパンフレット配布により農産加工
品の認知度の向上が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　農業者の農産加工品を体感できる、一般の消費者向けの「６次産業化体感事業」の開催。
・農産加工品の販路拡大を希望する農業者を対象とした、６次産業化育成セミナーの実施及び商談会
への出展支援。

実
績

【平成29年度実績】
・11/19、イーアスつくばで開催されたフードビジョンサミットに出展し、６次産業化による農産加工
品の周知を行った。
・市内の６次産業化産品をまとめたPRパンフレットを2,000部作成し、イベントの際や直売所、Ｂｉｖ
ｉつくば、おもてなし館等に配布し、農産加工品の認知度の向上を図った。

　女性の能力・感性等を生かした新しい産業の創出が図れるよう、技術研修の支援や６次
産業化のためのセミナー等を開催する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 ファミリー・フレンドリー企業の紹介

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4109

　仕事と家庭生活を両立できるような制度を持ち、多様で柔軟な働き方を労働者が選択で
きるような取組を行う企業（ファミリー・フレンドリー企業）を積極的に紹介する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　男女共同参画室だよりにおいて、ワークライフバランスを推進する企業を紹介する記事を掲載し、
ＨＰや公共施設に掲示した。

－

指標推移

　男女共同参画室だよりにおいて先進的な取組を行う企業等を紹
介し、意識の啓発を行うことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　ワーク･ライフ･バランス(家庭と仕事の調和)の実現に向けて取組を進めている企業等をホームペー
ジや男女共同参画室だより等で紹介する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 ライフステージにあわせた働き方への意識啓発

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4110

指標推移

　男･女(ひとひと)セミナーや男女共同参画だよりにおいて、学習
機会や情報を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　ライフステージにあわせた働き方やライフプランについての情報や学習機会を、男･女(ひとひと)セ
ミナー等を通して提供する。
　また、男性の育児（介護）休業の積極的な取得を促すため、制度の紹介や活用事例（子育て体験
談）などの情報をホームページや男女共同参画だより等で提供する。

実
績

【平成29年度実績】
　男･女(ひとひと)セミナーにおいて、育児や介護に関するセミナーを実施し、働きながら育児・介護
をするための学習機会を提供した。
　
　男女共同参画室だよりにおいて、市職員の働き方やワークライフバランスを見直す取組について紹
介する記事を掲載し、ＨＰや公共施設に掲示した。

　新婚期や子育て期等、ライフステージにあわせた働き方について啓発をするとともに、
男性の育児（介護）休業の積極的な取得を促すため、制度の紹介や活用事例（子育て体験
談）などの情報を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 1 働く場における男女共同参画の推進

施策名 再チャレンジのための学習機会の提供

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

実
績

【平成29年度実績】
　男・女（ひとひと）セミナーにおいて、柔軟な働き方及び女性活躍推進についてのセミナーをを開催
した。
　12/14（木）自宅で働く新スタイルで女性の働き方を変える！　参加者32人
　２/19（月）女性の活躍で社会が変わる！女性が働くということ　参加者7人

－

指標推移

　女性が再就職を目指す学習機会を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男・女（ひとひと）セミナーにおいて、結婚や出産、子育てにより職を離れた女性が再就職を目指す
学習機会として、再就職セミナーを開催する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4111

　結婚や出産、子育てにより職を離れた女性が再就職を目指す学習機会として再就職準備
セミナーを開催する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －
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担当課 人事課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 女性職員の管理職登用の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

21.2％ 22.8％ 23.1％ 24.0％ 23.4％

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4201

　女性が管理職を目指せるような職場環境の整備に努めながら、管理職登用・昇格のため
のレポート提出の啓発を進める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

女性管理職の割合 19.7％

実
績

【平成29年度実績】
　女性職員の管理職登用を推進するため、女性職員が持つ不安を払しょくし、昇格することに対する意
欲を高めることにより、管理職を目指す職員が増加するよう特別研修を行い、キャリアアップに対する
意識啓発を図った。

25.0％

指標推移

　女性管理職員数は前年度と比較し２人増加したが、目標の25
パーセントを下回り，目標を達成することができなかった。しか
し、女性係長職の割合は、21.9パーセント（前年度17.6パーセン
ト）と大幅に上昇しており、今後の管理職登用に向けた積極的な
推進が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　平成29年４月１日における女性職員の管理職に占める割合は、23.47パーセントとなり、目標の25
パーセントを1.53パーセント下回った。女性管理職員の人数は前年度と比較して２人増加し、特に幼稚
園長及び保育所長を除く女性管理職員の数は、前年度と比較して６人増加したものの、組織改編により
管理職員の総数が大幅に増加したことで、女性職員が管理職に占める割合が下がったものと考えられ
る。
　一方で、女性係長職の割合は、平成29年４月１日において21.9パーセント（前年度17.6パーセント）
と大幅に上昇しており、係長職での女性職員の積極的な登用が進んでいる。係長職への積極的な登用を
進めるための意識啓発を行うとともに、係長職の女性職員を育成することで、将来的な女性管理職の増
加に取り組んでいく。
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担当課 人事課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 能力と適性に応じた人事配置の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4202

指標推移

　限られた人員の中で、組織として職員一人一人がパフォーマン
スを最大限に発揮できるよう、男女の偏りにも配慮した職員配置
を行った。

予
定

【平成29年度実施予定】
　人事評価制度の活用等による能力・実績主義による適材適所の人事配置に努める。人事異動時の配置
について、男女で偏りがないよう配慮する。

実
績

【平成29年度実績】
　平成30年４月１日付け人事異動に当たっては、人事評価の結果、係長・管理職等への登用レポート、
自己申告書の内容、職員の在課年数等を総合的に勘案し、適材適所の職員配置を行った。

　能力と適性に応じ、性別による極端な偏りが生じない人事配置に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 人事課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 男女共同参画推進研修

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4203

　職員の男女共同参画に対する理解と意識の高揚を図るため、階層別研修において、つく
ば市の課題や取組について学ぶカリキュラムを用意する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　基本研修（新任職員研修：前期課程）
　　目的　様々な人権問題について理解を深める
　　対象者　平成29年度新規採用職員（消防士除く）　86人
　　日時　4/6、10/4　　講師　外部講師

　特別研修（女性活躍推進研修）
　　目的　自分自身の能力開発や職務に高い意欲で取り組む女性職員を育成し、女性職員のキャリア
　　　　　アップを目指す
　　対象者　指定された主任主査級、主査級及び主任級の女性職員
　　日時　7/4、7/5
　　講師　外部講師

－

指標推移

　様々な人権問題の中の一つとして講義で取り上げ、男女共同共
同参画についての理解を深めた。
　また、女性活躍推進研修を実施することで、自己の能力開発や
職務に高い意欲を持って取り組むための動機付けを行い、女性職
員がキャリアアップを目指すための素地が作られた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　基本研修（新任職員研修：前期課程）
　　目的　様々な人権問題について理解を深める
　　対象者　平成29年度新規採用職員（消防士除く）  52人
　　日時　４/６（木）
　　講師　外部講師
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担当課 人事課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 女性職員のセミナー研修への派遣

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4204

指標推移

　全国の自治体の女性職員が集まり，交流することで，知識の習
得だけでなく、貴重な情報交換の機会となり、職員のモチベー
ションアップにつながった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　派遣研修（全国地方自治体女性職員交流研究会）
　　目的：職場の中心となってリーダーシップを発揮する女性職員の育成を図る。
　　対象者：一般女性職員３人
　　期日：８月上旬
　　主催：一般社団法人　日本経営協会

実
績

【平成29年度実績】
　派遣研修（全国地方自治体女性職員交流研究会）
　　目的：職場の中心となってリーダーシップを発揮する女性職員の育成を図る。
　　対象者：一般女性職員３人
　　期日：7/20、7/21
　　主催：一般社団法人　日本経営協会

　選抜職員のセミナー研修への派遣により、幅広い人材・情報等のネットワークを形成
し、自分自身の能力開発や職務に高い意欲で取り組む女性職員を育成する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 職場等におけるセクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4205

　職場等におけるセクシュアル・ハラスメントに関し、職員に啓発するとともに、研修を
通して職場単位での防止に努める。また、セクハラ相談員の配置及び相談員の資質向上の
ための研修を実施するなど相談体制の充実に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　人事課ワークライフバランス推進室及び市民部市民活動課男女共同参画室にセクハラスメント相談員
３名を配置した。
　平成29年度新任ハラスメント相談員は，ハラスメント防止研修を受講し、ハラスメントに関する基礎
知識及び相談員としての心得を習得したうえで、セクハラに限らず、ハラスメント各種の被害を受けた
職員からの相談に対応した。

－

指標推移

　年度当初に相談員が研修を受講することで、支障なく相談業務
を進めることができ、事態が悪化するのを防ぐことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　セクハラ防止の推進及びセクハラの被害を受けた職員からの相談に対応するため、人事課ワークライ
フバランス推進室及び市民部市民活動課男女共同参画室にセクハラ相談員を配置する。平成29年度新任
セクハラ相談員は、民間の研修を受講した上で、年に２回程度、職員向けにセクハラ防止啓蒙を行い、
良好な勤務環境の維持に努める。
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 職場におけるパワーハラスメント防止対策の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4206

指標推移

　所属長が研修を受講することで、ハラスメントへの正しい理解
を深め、ハラスメントを生まない職場づくりに対する意識啓発を
図ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　人事課人材育成係が主催する新任課長補佐級及び新任課長級を対象に実施する研修において、管理職
員として必要なパワーハラスメントに関する基礎知識と実際の対応方法を習得する機会を設けることと
する。
　また、平成29年度から新たに主任級を対象に実施する研修において、ハラスメント防止についての講
義を実施し、公務員として市民に信頼されるための行動規範を、職員意識と制度の面から理解を深める
こととする。
　パワーハラスメントについては、セクシャルハラスメント及び他のハラスメントと共通の要項作成を
検討する。

実
績

【平成29年度実績】
　ハラスメント防止研修：すべての所属長が対象。194名が受講。10/16実施。
　主任級を対象に実施する研修において、ハラスメント防止についての講義を実施し、公務員として市
民に信頼されるための行動規範を、職員意識と制度の面から理解を深めた。

　パワーハラスメントに関する理解を深めるため、研修を実施するとともに防止対策に努
め、誰もが働きやすい職場環境づくりを推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 人事課 施策番号

基本目標 4 男女の多様な働き方を可能にする

施策の方向 2 庁内における男女共同参画の積極的推進

施策名 育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

4207

　男女がともに育児休業、介護休暇及び看護休暇制度を活用することができる職場の雰囲
気づくりに努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　男性職員４名が育児休業を取得した（H28年度比２人増）。
　　・育児休業取得者数　70人（H28年度比16人増）
　　　育児短時間勤務取得者数　1人（H28年度と同数）
　　　部分休業取得者数　44人（H28年度比１人増）
　　・介護休暇取得者数　３人（H28年度比２人増）
　　　短期介護休暇取得数　７人（H28年度比２人減）
　　・子のための看護休暇取得者数　48人（H28年度比３人増）

　※取得者数については、平成29年度において各休業及び休暇を取得した日が１日でもあった者の総数

－

指標推移

　男性職員の育児休業取得が増え、制度がより多くの職員に利用
されるようになった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　育児・介護の制度変更に関して、職員への周知を図り、広く活用が図られるようにする。
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担当課 こども政策課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 地域子育て支援拠点事業の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

7施設 7施設 7施設 8施設 8施設

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5101

　男女がともに参加できる育児環境の充実を目指し、「子育て総合支援センター」をはじ
めとする地域子育て支援拠点における相談や情報提供など、地域支援活動の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

地域子育て支援拠点施設数 5施設

実
績

【平成29年度実績】
　子育て総合支援センター、かつらぎ保育園、さくら学園保育園、みのり幼稚園、NPO法人ままとー
ん、つくばこどもの森保育園、島名杉の子保育園、わかば保育園分園の計8か所において実施するとと
もに、その他地域交流センター等で出張広場を実施した。
　また、研究学園地区での出張広場の実施に向け調整した。
　・年間総利用者数（8ヶ所合計）：140,214人

　11/11に子育てフェスティバルを開催した。
　・来場者数　1,016人

7施設

指標推移

　親子の交流の場の提供や子育て相談、情報提供を行うことで、
子育て不安感や負担感の緩和に繋げることができた。また、定期
的に連絡会議を開催し、情報交換等を行いながら各拠点が連絡を
深めることで、サービスの質の向上が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　子育て総合支援センター、かつらぎ保育園、さくら学園保育園、みのり幼稚園、NPO法人ままとー
ん、つくばこどもの森保育園、島名杉の子保育園、わかば保育園分園の計８か所において子育て支援事
業を実施する。
　子育て総合支援センターを中心に、定期的に連絡会議を開催し、情報交換等を行いながら各拠点が連
携を深め、サービスの質の向上と子育て支援環境の充実を図る。
　11月に、各拠点や子育てサークルと共同で「子育てフェスティバル」を開催する。
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担当課 こども政策課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 子育て支援情報の一元管理・発信

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5102

指標推移

　子育て家庭に対して、迅速かつ多様な情報を提供することがで
きた。子育てに必要な情報を提供することで、子育てに関する不
安感の軽減、子育てに関する知識の醸成に繋がった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　引き続き「つくば市子育て支援情報システム」及び各保育所・児童館から直接情報を発信するポータ
ルサイトを運営するとともに、新たに作成した「つくば子育てべんり帳」の最新版を配布することによ
り、つくば市の子育て関連情報を一元的に多様な手段で発信することで、多くの子育て家庭に対し、情
報を提供していく。

実
績

【平成29年度実績】
　「つくば市子育て支援情報システム」及び、各保育所・児童館から直接情報を発信するポータルサイ
トを活用し、子育て支援情報等を周知した。システム、ポータルサイト合わせて年間約27万件のアクセ
スがあった。
　「つくば子育てべんり帳」を引き続き、児童施設、窓口等を通じて子育て家庭に配布した。

　誰もが必要なときに子育て情報を入手できるように、行政全組織にわたる子育て関係情
報の総合窓口となるシステムを一元管理し、求められる情報が的確に届くよう充実を図
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 子育て相談室 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 各種子育て相談窓口の連携・協力

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5103

　子どもの成長に伴う様々な相談について、特に援助を必要とするケースについては、各
窓口の連携・協力に努める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　平成29年度実績　相談延べ件数　2,955件
（内訳）
・電話相談　　2,206件
・来庁相談  　　377件
・家庭訪問　  　177件
・その他　　　　235件

－

指標推移

　新たに家庭相談員を１名採用し、家庭相談員５名体制で、電話
相談・来庁相談・家庭訪問等により相談に対応し、関係機関と連
携しながら子育て支援を行った。

予
定

【平成29年度実施予定】
　家庭相談員４名が、電話・来庁相談・家庭訪問等により相談に対応し、関係機関と連携しながら子育
てへの支援を行う。
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担当課 こども育成課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 母親クラブ活動の促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5104

指標推移

　家庭で子育てをしている世帯に，母親クラブの活動等を通して
子育てに関連する情報を発信したり，育児の楽しさを共有できる
居場所を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
・会議関係：運営委員会（年５回）つくば市地域活動連絡協議会（市地協年５回）県地域連絡協議会
（県地協年４回）

・つくば市地域組織活動連絡協議会合同事業：「わくわく親子お楽しみショー」
日時：７/７（水）10：00～
場所：ノバホール
開催内容：ファミリーコンサート「うきうきコンサート」
参加予定者数：800人

・つくば市内公園（公園・施設課管轄）点検、報告

実
績

【平成29年度実績】
・会議関係：運営委員会（年５回）つくば市地域活動連絡協議会（市地協年５回）県地域連絡協議会
（県地協年１回）

・つくば市地域組織活動連絡協議会合同事業：「わくわく親子お楽しみショー」
　日時：７/６（木）10：00～
　場所：ノバホール
　開催内容：ファミリーコンサート「うきうき音楽会」
　参加者数：536人

・つくば市内公園（公園・施設課管轄）点検、報告

　母親クラブの活動を支援し、母親の地域社会に根ざした子育て支援の相互援助活動を、
地域の実情に応じて促進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 こども育成課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 放課後子ども教室推進事業

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5105

　小学校の余裕教室等を活用し、地域の大人たちがボランティアとして参画し、体験学
習・文化活動・スポーツなどを行い、地域の子どもたちの安心・安全な活動場所を設ける
とともに、「地域の子どもたちは地域全体で守り育てていく」という教育環境の整備を図
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　[目標値]実施回数　170回
　[実績値]　180回
・市内37小学校及び特別支援学校の全38校で放課後子供教室を180回実施
　※Ｈ28年度は170回実施
・教育活動サポーター数
　　H29年度：1,371人（Ｈ28年度：1,298人）
　※放課後子供教室の活動プログラムのサポートや安全管理を行う。

－

指標推移

　放課後子供教室の実施回数が前年度から10回増え、教育活動サ
ポーターとして協力してくれる保護者や地域住民の方も前年度か
ら73人増えたことで、児童が放課後に安全に活動できる居場所
と、様々な体験ができる機会を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　前年度同様に各市内小学校（36校）、春日学園義務教育学校、つくば特別支援学校の計38校で放課後
子ども教室を計画するほか、新たに公設公営児童館を利用した事業の実施について検討し、平成28年度
の年間実績回数を上回る170回以上を目標として実施する予定。
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担当課 学務課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 つくば市幼児教育振興プログラム

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5106

指標推移

　行事やその内容を年間予定や毎月の園だよりでお知らせしたこ
とにより、父親の参加が増えた。PTA総会を土曜日に行った園もあ
り、父親も授業を参観でき家庭においても家族共通の話が増え好
評であった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　幼稚園の行事の一部を土・日・祝日に開催し、仕事を持っている父親や祖父母も参加しやすいように
日程を考慮する。また、母親以外の家族の園行事への参加により、家庭における保育の協働を勧める。
　中学生を対象に、保育体験の受け入れ（保育授業及び職場体験等）を推進する。

実
績

【平成29年度実績】
　運動会・夏祭り・奉仕作業・ふれあい参観・親子いもほり・バザー・ファミリーデー等は、仕事を
持っている父親や祖父母等が参加しやすいように土日祝日に開催した。行事によっては、できるだけ父
親の参加をお願いしているものもあり、父親同士のコミニュケーションがとれた。主に平日に行ってい
る生活発表会・誕生会・クリスマス会・もちつき大会・豆まき等にも父親の参加が増えてきた。
　中学校からの要請により、中学生の職場体験を受け入れ、手づくりのおもちゃや運動遊び・ダンス・
ゲーム等で、園児との交流を行った。

　幼稚園における家庭や地域社会の教育力の再生支援・向上を図るため、男女が共同して
子育て・保育する視点から、保護者の一方だけに偏らず、協働して参加できるよう、園行
事等の実施方法を工夫し、土・日曜日に実施するなど、誰もが参加しやすい行事を計画す
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 子育て健康相談事業の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5107

　未就学の言葉に遅れがある子、コミュニケーションをとることが苦手な子、身体に障害
がある子等を対象に、保護者とともに療育訓練等を行い、子どもの療育訓練に加えて、保
護者の子育てに係る身体的・精神的負担の軽減を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
・子育て相談件数合計　11,687件
・各事業における個別相談実績（延）
　　１歳６か月健診　　2,311件　　　　３歳健診　2,395件
　　あかちゃんランド　604件　　　  　出前健康講座　784件
　　のびのび子育て教室　484件　　　　発達相談　209件
　　すこやか健康相談　1,794件        電話相談　589件
　　家庭訪問　2,517件

　対象者の相談を傾聴し、対象者の状況に即したアドバイスをおこなっている。また、必要に応じて関
係機関や窓口の紹介を行い、他機関につなぐ役割も担っている。

－

指標推移

　より多くの対象者に、相談・教室を通して育児支援をすること
ができた。また、子育て支援拠点と協力し、相談事業を展開する
ことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　母子健診、教室、健康相談時における個別相談や家庭訪問での相談、電話相談などで対応し、子育て
に対する保護者の不安の軽減をはかり、育児支援をする。
　関係機関の紹介や案内のチラシを配布するなど他機関との連携をはかる。
　子育て支援拠点と連携を図り、相談・健康教室を進める。
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担当課 障害福祉課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 児童発達支援事業の実施

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5108

指標推移

　利用児童の発達段階や障害の特性、保護者のニーズを的確に捉
え、個別支援計画に基づき集団療育や言語聴覚士等専門職による
個別指導を行い、子どもの発達を促すことができた。また、日常
生活への指導、アドバイス等の支援を行うことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　３施設において継続して実施予定

児童発達支援実施施設
　つくば市福祉支援センターさくら
　つくば市福祉支援センターとよさと
　つくば市福祉支援センターくきざき
根拠法令
　児童福祉法、障害者総合支援法
実施内容
　利用児童毎に作成した個別支援計画に沿った個別療育訓練・集団療育訓練・言語訓練等を実施し、福
祉の増進を図る。
対象児
　障害福祉サービスにおける当該事業の支給決定を受けている未就学児童

実
績

【平成29年度実績】
　つくば市福祉支援センター３施設において、児童発達支援事業を実施した。
　　児童発達支援事業実績
　　・つくば市福祉センターさくら　登録者 61名　　延べ 2,064人
　　・つくば市支援センターとよさと　登録者 47名　　延べ 1,744人
　　・つくば市福祉支援センターくきざき　登録者 41名　延べ 1,118人

　未就学の言葉に遅れがある子、コミュニケーションをとることが苦手な子、身体に障害
がある子等を対象に、保護者とともに療育訓練等を行い、子どもの療育訓練に加えて、保
護者の子育てに係る身体的・精神的負担の軽減を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 幼児保育課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 保育事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5109

　男女の仕事と育児の両立の支援をするため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サー
ビスの充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　通常の保育に加え、保護者の就労形態の多様化や地域のニーズに応じて、　病児保育、一時預かり、
延長保育支援などの様々な保育サービスの充実に努めた。

　病児保育事業　　平成28年度実施施設（民間３か所）にて継続して実施。年間延べ利用人数　556人
　一時預かり事業　平成28年度実施施設23か所（公立１か所、民間22か所）に加え、新設保育所２か
　　　　　　　　　所にて新たに実施。年間延べ利用人数　22,295人
　延長保育事業　　平成28年度実施施設（48か所）に加え、新設施設８か所（民間保育所４か所、小
　　　　　　　　　規模保育事業所４か所）にて新たに実施。年間延べ利用人数　122,425人

－

指標推移

 保育所等入所児童の増加に合わせて事業実施施設を増やすこと
で、ニーズに即した保育サービスを提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　病児保育事業　　平成28年度実施施設（３か所）にて継続して行う。

　一時預かり事業　平成28年度実施施設（23か所）に加え、新設保育所２か所にて新たに実施予定。

　延長保育事業　平成28年度実施施設（48か所）に加え、新設施設７か所（民間保育所４か所、小規模
　　　　　　　　保育事業所３か所）にて新たに実施予定。
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担当課 生涯学習推進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 1 子育てにおける男女共同参画の推進

施策名 子育て両親教室の開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5110

指標推移

　日曜開催により夫婦での参加をいただけた。
　子育てを含めパートナーシップの現状を認識した家庭をつくる
ために必要なことを学ぶ機会となった。

予
定

【平成29年度実施予定】
10/1　講演＋ワークショップ　夫婦（ペア）を対象とした学習会開催を予定。

実
績

【平成29年度実績】
　家庭教育講演会の開催
　10/１（日）　幸せな家庭をつくる３つの秘訣とは？（講演と夫婦向けワークショップ）
　会場：つくば市役所
　参加人数：44人（男性22人）

　両親が一緒に参加できる託児つき両親子育て教室を開催し、家庭における男女の役割分
担などについて考える機会を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 介護予防事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

839人 838人 881人 556人 397人

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5201

　男女ともに自分の体力を維持し、生きがいをもって健やかな老後を過ごせるよう介護予
防事業（運動指導、生活相談、栄養情報提供）により支援する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

介護予防訪問人数 800人 900人

指標推移

　多世代出前体操教室、出前体操教室、いきいき運動教室、元気
はつらつ運動教室、シルバーリハビリ体操教室の各種教室では実
施回数、参加人数がいずれも前年度より増加しており、地域住民
の健康増進、介護予防のための支援を行うことができた。

予定

【平成29年度実施予定】
①介護予防訪問指導
・前年度からの継続訪問対象者に対しての訪問指導
・新規訪問対象者に対しての訪問指導
・独居男性対象者・低栄養者に対しての栄養訪問指導
②いきいき運動教室
・40歳以上の健康な中高齢者を対象とした運動教室
③元気はつらつ運動教室
・健康な74歳以上の健康な後期高齢者を対象とした運動教室
④運動自主活動支援
・健康増進課主催の教室から立ち上がった自主活動グループに対して、身近な場所で運動が継続できるよう環境
の整備、健康管理面での支援
⑤多世代交流出前教室
・インストラクターの運動、理学・作業療法士などの講話と実技、カラオケ体操、健康講話、体力測定、運動普
及推進員によるスクエアステップ、食生活改善推進員の試食、高齢者健康遊具
⑥出前体操教室
・地域のシルバークラブ等に出向き、健康講話・転倒予防体操等の実施
⑦シルバーリハビリ体操指導士養成講座、活動支援
・地域にシルバー体操を普及するための養成講座
⑧運動普及推進員養成講座、活動支援
・地域での運動普及推進活動をするための養成講座、健康増進課事業のスタッフとして活動
・スキルアップのための継続講座

実
績

【平成29年度実績】
①介護予防訪問指導 　実人数96人　延人数397人
  平成30年度地域包括支援課へ事業移管
②いきいき運動教室　５コース　各41回　実人数205人　延人数6,187人
③元気はつらつ運動教室　３コース　各41回　実人数122人　延人数3,318人
④運動自主活動支援　 11団体　実人数559人　延人数19,216人
⑤多世代交流出前教室　80団体　823回　実人数2,234人　延人数9,804人
⑥出前教室（出前健康教室，出前体操教室，）
　　　　　　　　　　　　　　　　71団体　709回　実人数1,495人　延人数7,615人
⑦シルバーリハビリ体操指導士養成講座　養成人数　33人
　　　　　　　　　活動支援　156団体　2,665回　実人数1,904人　延人数　24,015人
⑧運動普及推進員養成講座　　養成人数　13人
　　　　　　　　　活動支援　事業協力回数　454回　協力者人数　1,541人
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担当課 地域包括支援課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 地域包括支援センター運営事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

10回 13回 18回 33回 36回

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5202

指標推移

　地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援
助を行い、地域住民の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に
支援することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
①新しい総合事業に関すること
②生活支援体制整備事業に関すること
③指定介護予防支援事業に関すること
④介護予防ケアマネジメントに関すること
⑤包括的継続的ケアマネジメントに関すること
⑥地域ケア会議の充実・強化に関すること
⑦地域包括支援センター管理・運営に関すること
⑧在宅医療・介護の連携推進事業に関すること
⑨認知症施策に関すること
⑩総合相談・支援に関すること
⑪権利擁護事業に関すること

実
績

【平成29年度実績】
①新しい総合事業に関すること
　　短期集中予防サービス（訪問型サービスC）を開始　利用実人数５名
②生活支援体制整備事業に関すること
　　・第１層協議体　２回開催
　　・第２層協議体を茎崎地区にモデル地区として設置
　　・地域ニーズ調査を要支援１・２の方187名の自宅を訪問し実施
　　・社会資源調査として実施した「ふれあいサロン」の情報を「高齢者の地域包括ケアのためのミニ知識」に掲載
③指定介護予防支援事業に関すること
　　委託実件数　1,167件　初回加算　312件
④介護予防ケアマネジメントに関すること
　　・介護予防把握事業
　　　　高齢者台帳の質問項目から独居高齢者161名、高齢世帯211名（174世帯）を抽出、対象者に対して訪問や介護予防事業の案内を送付
　　・介護予防普及啓発事業
　　　　閉じこもりや認知症予防、口腔ケアの向上を目的とした「こころとからだの健康教室」を実施　　参加実人数　327名　延人数　3,918名
　　・地域介護予防活動支援事業
　　　　高齢者の地域貢献や社会参加を介護支援ボランティア活動を通して奨励し、介護予防を推進　　登録者数　123名　活動実人数　55名
⑤包括的継続的ケアマネジメントに関すること
　　・居宅介護支援事業所連絡会定例会　10回参加
　　・主任介護支援専門員連絡会研修会　２回参加
　　・介護支援専門員に対する日常的個別指導・相談及び支援困難ケース等への指導・助言　308件
⑥地域ケア会議の充実・強化に関すること
　　圏域別ケア会議　36回　つくば市地域ケア会議２回
⑦地域包括支援センター管理・運営に関すること
　　つくば市地域包括支援センター運営協議会　２回開催
⑧在宅医療・介護の連携推進事業に関すること
　　つくば市在宅医療・介護連携推進協議会　２回開催
　　実務部会
　　・意見交換部会　２回開催
　　・研修部会　　　２回開催
　　・体制整備部会　１回開催
⑨認知症施策に関すること
　　・認知症サポーター養成講座　43回開催　養成人数　1,426名
　　・認知症研修会～予防について～　33名参加
　　・認知症徘徊模擬訓練～認知症声かけ訓練in真瀬　191名参加
　　・認知症徘徊模擬訓練～認知症声かけ訓練in茎崎　176名参加
　　・認知症初期集中支援チームを11月より開始　５件対応
　　・認知症カフェ　12回開催
　　・認知症ケアパスを作成
　　・認知症よろず相談所の支援　相談件数　89件
　　・徘徊高齢者SOSネットワーク　事前登録者44名　支援メール登録者　131名　捜索件数　５件
⑩総合相談・支援に関すること
　　相談者数　711名　相談実件数1,299件　相談延件数1,895件
⑪権利擁護事業に関すること
　　・成年後見制度に関する相談支援　実件数43件　延件数60件
　　・成年後見制度市長申立て　１件
　　・つくば成年後見センター設置に向けて関係機関と協議
　　・福祉関係者のための成年後見制度講演会を開催　参加人数62名
　　・高齢者虐待に関する相談支援　実件数43件　　延件数64件
　　・高齢者施設管理者向け高齢者の権利擁護を考える研修会を開催　参加人数31名
　　・高齢者虐待防止ポスターを作成

　家庭における介護の負担軽減を図るため、地域包括支援センターにおいて、支援を要す
る高齢者の実態調査や介護予防教室を実施し、高齢者の介護予防や総合的な支援を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

地域ケア会開催数 2回 24回
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担当課 地域包括支援課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 在宅介護支援センター事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

1,146件 1,438件 1,543件 1,827件 2,359件

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5203

　介護や虐待防止等、高齢者の生活全般にわたる相談に対応するため、地域包括支援セン
ターの地域窓口（ブランチ）として在宅介護支援センターに相談事業を委託して実施す
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

在宅介護支援センター実態把
握・見守り活動件数

800件

実
績

【平成29年度実績】
①総合相談支援業務及び権利擁護業務に関すること
　　相談者数　519名　相談延件数　2,359件　　実態把握件数　81件
　　介護予防訪問の引継ぎのため49名の対象者の訪問を実施
②包括的・継続的ケアマネジメント支援業務に関すること
　　在宅介護支援センター定例会開催　12回
　　圏域別ケア会議参加　延45回
③認知症施策総合推進事業に関すること
　　キャラバン・メイト役員会への出席　延47回
　　認知症サポーター養成講座への参加　延55回
④介護予防事業等に関すること
　　専任相談員を配置する在宅介護支援センターによる介護予防教室　延55回開催　延533名参加

1,400件

指標推移

　地域の高齢者及びその家族の方々などの地域における身近な相
談窓口として、保健・医療・福祉に関する総合的な相談等に対応
し、高齢者の方々の福祉の向上を図ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
①総合相談支援業務及び権利擁護業務に関すること
　　総合相談業務
　　・身近な相談窓口として地域の高齢者に対する相談支援を行う。
　　実態把握業務
　　・高齢者宅への訪問等をとおして情報を収集し、高齢者の心身の状況や家族の状況等についての実
　　　態把握を行い、 必要な支援につなげる。
②包括的・継続的ケアマネジメント支援業務に関すること
　　・連絡調整やネットワーク強化のため、月1回定例会を開催する。
　　・日常生活圏域毎に開催される圏域別ケア会議に参加し、関係機関との連携を強化する。
③認知症施策総合推進事業に関すること
　　・キャラバン・メイトとして地区リーダー等を担うとともに認知症サポーター養成講座の開催に協
　　　力する。
④介護予防事業等に関すること
　　・高齢者の地域における自立した生活を支援するため、介護予防教室等を開催する。
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担当課 高齢福祉課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 家族介護者交流の促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5204

指標推移

　交流会には男女の介護者が参加し、介護者同士の交流やリフ
レッシュができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　平成29年度から、社会福祉協議会への委託ではなく、高齢福祉課が直接開催することになる。
　具体的な内容は４月以降決めていくことになるが、心身のリフレッシュを目的とした講座を行うとと
もに、介護者の情報交換の場を提供する予定である。

実
績

【平成29年度実績】
　平成29年度は、社会福祉協議会への委託ではなく、高齢福祉課で直接開催した。

　家族介護者交流会
　　開催日　12/15（金）
　　開催場所　老人福祉センターとよさと
　　内容　マッサージ講座と昼食会
　　参加者　４名（男性２名・女性２名）

　男性や働いている女性などの参加を促進しながら、家族者介護交流事業を企画・実施す
る。（社会福祉協議会委託事業）

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 介護保険課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 高齢者福祉サービス情報ネットワークの充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5205

　行政や社会福祉協議会、介護保険事業者などが提供している高齢者介護や介護予防に関
する情報をリンクしたホームページを作成し、必要な情報を利用できるように工夫する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
・市報（４、10、11月号）に介護保険制度の記事を掲載した。
・年間を通してホームページを更新し、サービス事業所の最新情報を掲載した。
・５月「ハートページ」(介護保険に関する情報誌）を6,000部作成協力した。
・６月　平成29年度の制度改正に対応したパンフレット（みんなのあんしん介護保険）を2,200部作成
した。
・市民からの申請により出前講座（７月21日、９月８日、20日、10月２日、16日、１月15日）を実施
し、制度の周知を行った。
・３月　介護サービスマップを2,500部作成した。

－

指標推移

　各種パンフレットや広報つくば、出前講座等を通じて、介護保
険制度の周知を行うことにより、理解が深められた。
　サービスの利用を促進することによって、女性の社会参加の機
会を確保することが期待できる。

予
定

【平成29年度実施予定】
・介護サービスマップ29年度版作成
・平成２９年度の介護保険法改正に対応した介護保険パンフレットの作成
・出前講座を利用した制度の周知
・市報やホームページへの掲載により介護保険の制度を市民にわかりやすくお知らせする。
・「ハートページ」（介護保険に関する情報誌）の作成協力
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担当課 高齢福祉課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 つくば市高齢者福祉計画の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5206

指標推移

　高齢者を様々な面から総合的に支援する地域包括システムの姿
を目標とした、高齢者福祉施策の充実を図るための計画を策定で
きた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　第６期計画の事業推進
・高齢者福祉推進会議の開催（６回開催予定）

　第７期高齢者福祉計画策定
・第７期高齢者福祉計画に係るパブリックコメントを平成29年11月に実施、平成30年３月に同計画を公
表予定。

実
績

【平成29年度実績】
　第６期計画の事業推進
・高齢者福祉推進会議を６回開催し、委員による第６期の事業進捗評価及び事業推進のための審議を重
ねた。

　第７期高齢者福祉計画策定
・第７期つくば市高齢者福祉計画に係るパブリックコメントを平成29年12月１日から平成30年１月９日
まで実施、平成30年３月に同計画を策定し、つくば市ホームページ上で公表した。

　介護や介護負担軽減に配慮しながら、介護予防を重視したシステムを構築するととも
に、高齢者の健康づくりを目指した生きがい対策事業や介護予防対策事業を推進する。ま
た、第５期(H24～H26)・第６期(H27～H29)高齢者福祉計画では、施設整備を推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 社会福祉課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 住民参加型福祉サービス事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

協力会員　31人
利用会員　55人

協力会員　28人
利用会員　47人

協力会員　23人
利用会員　49人

協力会員　34人
利用会員　45人

協力会員　42人
利用会員　50人

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5207

　高齢、障害、疾病及びその他の事情により日常生活を営むことが困難な市民に対し、家
事や介護の援助サービスを会員制の住民参加型在宅福祉サービスとして実施する。（社会
福祉協議会委託事業）

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

住民参加型福祉サービス会員
数

協力会員　30人
利用会員　40人

実
績

【平成29年度実績】
・活動実績　1,252回　1,830時間
　（活動詳細：掃除－996回、食事－119回、話し相手－102回、外出補助－18回、洗濯－6回、買物－1
　　回、通院補助－10回）

・会員会議の開催
　　7/28（金）　参加：16名
　　内容：H28事業報告、活動の注意点、現状と課題、情報交換

・協力会員研修
　　2/9（火）　参加：17名
　　内容：家庭にある食材でできる簡単調理（調理実習）、会員交流会

・傾聴講座
　　2/27（金）　参加：34名　　※社協ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰと共催
　
・在宅福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ茨城県連絡会会長社協として活動
　　総会（5/26）、役員会（5/10）、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修（11/29）、協力会員研修（2/20）

協力会員　40人
利用会員　50人

指標推移

　独居・高齢者世帯等の利用が全体の９割を占める状況におい
て、家事援助を行うことで、利用者の日常的な掃除・洗濯等の負
担軽減が図れた。
　また、協力会員を対象とした研修を行うことで、サービスの質
の向上が図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
①会員制　利用会員（サービスを利用する者）、協力会員（サービスを提供する者）
②年会費　利用会員のみ　　年額1,000円
③対象者　つくば市在住の高齢者・障害者・疾病及びその他の事情などにより日常生活を営むのに支障
　　　　　がある方
④サービスの内容　調理、掃除、買物、洗濯、通院介助、外出介助、介護、話し相手など
⑤利用料金　１時間　800円（交通費別）
⑥活動時期及び場所　通年、つくば市内
⑦その他　協力会員会議、茨城県連絡会総会、協力会員研修会、茨城県連絡会協力会員研修会、住民参
　　　　　加型全国研修会　等の開催・参加予定
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担当課 障害福祉課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 2 介護における男女共同参画の推進

施策名 障害者日中一時預かりサービス利用費の助成

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5208

指標推移

　障害者（児）を在宅で介護する家族の一時的休息等を図り、身
体的、精神的及び経済的負担を軽減した。

予
定

【平成29年度実施予定】
　つくば市障害者日中一時預かりサービス利用費助成金支給要綱に基づき受給者証の交付を受けた受給
者が、当市と協定を締結した事業者からサービスを受けたときは、要綱に定める時間及び基準単価の範
囲内で、代理受領形式により助成金を事業者へ支払う。
　・利用者負担
　　　基準単価（基準単価を下回る場合にあっては、当該単価）に助成割合を乗じて得た額を助成金と
して支給している。
　・助成割合
　　①生活保護法に規定する被保護者・特定中国残留邦人等・非課税区分に該当する受給者に対して
は、要綱に定める基準の範囲内でサービス利用費の10割を助成
　　②上記に該当しない受給者に対しては、要綱に定める基準の範囲内でサービス利用費の９割を助成
　・基準単価　障害支援区分６：1、000円　区分５：900円　区分４：750円　区分３：700円　区分
２：600円
区分１：600円　障害児：750円　重度心身障害児：3、000円
　・助成上限時間：月60時間（７月：70時間　８月：80時間）

実
績

【平成29年度実績】
　受給者証交付者484名、そのうち実利用者290名について、延べ42,966時間分の助成金を支給した。こ
れにより、介護者の身体的、精神的及び経済的負担の軽減を図ることができた。

　家庭における介護の負担軽減を図るため、障害者（児）を介護する家族が、施設におい
て一時的な（宿泊を伴わない）障害者（児）の預かりサービスを利用した際に要する費用
の助成を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －

90



担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 3 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた支援

施策名 マタニティクラス・両親学級の充実

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5301

　父親の育児参加を促進するため、マタニティクラス・両親学級に一層男性が参加しやす
いよう企画の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　参加者数：妊婦編（初妊婦のみ参加）延139人、育児編（家族と参加）：延656人（夫実320人），マ
タニティ講演会（妊婦とその家族）　妊婦　111人/夫17人
　虐待防止の観点から育児編には、ゆさぶられ症候群防止のDVDを取り入れ、育児支援を行っている。

　アンケートの結果：妊婦編・育児編・マタニティ講演会ともに参加者の満足度は高かった。内容につ
いては、医療機関で実施していない沐浴体験や妊婦体験についての評価は高かった。

－

指標推移

　父親の育児参加の促進を目的として実施した結果、アンケート
やサロン後の感想では、父親の育児の積極的参加への意欲が高ま
り、また妻への労いの言葉等が聞かれた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　両親学級は、マタニティサロンの育児編として実施。講演会は、妊婦の家族（夫）も参加可能。育児
編においては、今年度も家族(夫）の参加を促すために、平日コースと休日コースを設けている。休日
の育児編のみのコースでは、毎回最大受け入れを40組とするが、実施回数を増やすことにより家族
（夫）の参加の増大を図る。
　妊婦編（初妊婦のみの参加）：サロン（相談）、先輩ママとの交流会、栄養士講話、試食等
　育児編（夫と参加）：出産の準備と出産のDVD、育児のDVD、沐浴体験、妊婦体験等
　マタニティ講演会（市役所会議室）、歯科医師講話・小児科医師講話
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担当課 こども政策課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 3 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた支援

施策名 つくばファミリーサポートセンター事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5302

指標推移

　子育てを助け合える相互援助組織として、コーディネーターが
調整を行うことで、子育て家庭へのきめ細かい支援を行うことが
できた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　通常業務
・会員募集に関する広報、啓発活動
・相互援助活動の調整
・相談者への窓口対応
・活動内容の調整
・サービスに関する連絡、事務
・サービスに関する調査訪問
・活動状況のデータ収集

実
績

【平成29年度実績】
　社会福祉協議会委託事業
　　協力会員の資質向上のために病児預かり等の研修を実施した。
　　・会員数1,414名（依頼会員1,165名（前年比11人増）、協力会員202名（前年比７人減）、両方会
員47名）
　　・活動回数　2,978回
　　・会員研修会　６回（救急救命講習、子どもの病気と緊急時の対応等）
　　・広報紙発行　５回（総発行部数　2,310部）

　男女の仕事と育児の両立のための環境確立を目指し、つくばファミリーサポートセン
ターにおける相互援助活動（保育サービス、送迎サービス、家事援助など）を充実するた
め、更なる会員の拡大やサポーターの研修等を実施する。（社会福祉協議会委託事業）

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 こども育成課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 3 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた支援

施策名 放課後児童対策事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5303

　児童の遊びと生活の場を与えることを通じて、仕事と育児の両立のための環境確立を目
指し、放課後児童クラブの活動を推進する。また、一定の希望がある場合は、保護者の協
力を得ながら、小学校区単位に児童クラブが設置できるよう支援する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
○公設公営児童クラブ
　・吾妻小学校の空き教室を児童クラブ室として活用するために学校と協議をし、平
 　 成30年度中の利用開始に向けた準備を行った。
　・学園の森・みどりの学園義務教育学校区の児童クラブについて、学校敷地内に専
    用施設を建設するとともに、学校施設を児童クラブ室として一時的に借用すること
 　 で、児童クラブを運営することができた。
　・茎崎第一・第二児童クラブについて、父母会運営から公営に切り替え、保護者負
    担の軽減を図ることができた。
○民設民営児童クラブ
　・平成30年度４月に民営児童クラブを新たに８クラブ新規委託先として追加すること
   で、受入枠の拡充を図ることができた。

－

指標推移

　学校の余裕教室の活用や、専用施設の建設及び民間児童クラブ
を誘致することで、児童クラブの受入枠を拡充し、女性の社会進
出を加速化することができた。
　父母会運営の児童クラブを公営化することで保護者の負担を軽
減し、仕事と子育ての両立の推進を図ることができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　公設公営児童クラブ
　　引き続き、児童クラブスペースの確保を念頭に、小学校の空き教室利用や、近接する公共施設の利
活用等について検討を行い、児童クラブスペースの増床に努める。
　
　公設民営児童クラブ
　　昨年度より検討を開始した、「公設民営児童クラブから公営への移行」について、検討を進めてい
く。
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担当課 こども政策課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 3 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた支援

施策名 母子家庭等児童福祉金支給事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5304

指標推移

　経済的支援をより必要とする低所得者に効率的に支給するた
め、市独自の支援が手厚くなる。今後は、福祉金支給の必要性が
低い高所得者について、改めて精査し制度の改善を検討する。

予
定

【平成29年度実施予定】
　　母子家庭等の生活の安定と経済的負担の軽減を図るため、15 歳（中学生）までの児童1人当たり月
額2、500円を支給し経済的に支援する。
　また平成30年度に向けて支給額の変更を検討していく。

実
績

【平成29年度実績】
　母子家庭等の生活の安定と経済的負担の軽減を図るため、15 歳（中学生）までの児童1人当たり月額
2、500円を支給し経済的な支援を実施した。
　また、支給対象者の実態に即し、福祉金の名称を平成30年度から「ひとり親家庭等児童福祉金」へ名
称を改め、児童扶養手当証書交付者に増額支給（児童１人当たり月額5,000円）となる条例改正を行っ
た。
・支給人数　1,812人
・支給金額　69,259千円

　母子家庭等の生活の安定と経済的負担の軽減を図るため、15 歳（中学生）までの児童を
養育している母子家庭や父子家庭、養育者家庭に対し、児童福祉金を支給し、経済的に支
援する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 こども政策課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 3 ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた支援

施策名 仕事と家庭の両立を促進するための啓発

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5305

　男女を問わず、仕事と家庭の両立を促進するための啓発を行う。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　子育てべんり帳や子育て支援情報システムを活用して、育児休業や両立支援に役立つ情報、講演会等
の周知、普及啓発を実施した。

－

指標推移

　子育てと職場生活の両立を支援する情報提供、セミナー・講演
会の周知及び普及啓発を行い、ライフステージにあわせた働き方
の支援に努めた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　育児休業、短時間勤務制度等、子育てと職場生活の両立を支援する情報提供、セミナー・講演会の周
知及び普及啓発を図る。
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 妊婦の健康診査及び妊産婦保健指導の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5401

指標推移

　妊娠期の支援を健診・教育・相談を通して実施することができ
た。また、支援が必要な妊産婦に対しては、訪問等を通して継続
した支援を行うことができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　妊婦一般健康診査の助成は、公費負担回数は最大14回を実施する。
　妊娠届出時には、保健師等の専門職が面接を行い、若年妊婦、高齢初産妊婦、多胎妊婦、未婚や医療
機関からの事後フォローの妊婦等の要支援妊婦の早期抽出・支援を行う。
　きずなメールを配信し、妊娠中から子育て期までの切れ目のない相談支援体制を整える。
　県外での受診を希望する者には、県外医療機関と契約および償還払いで対応し、支援する。
　外国人への対応として、外国語版の母子健康手帳交付など引き続き実施していく。

実
績

【平成29年度実績】
　妊婦一般健康診査公費助成を最大14回行い、健康管理の向上と健診費用の経済的負担の軽減を図っ
た。
　受診者数　26,430件
　妊娠届出時に保健師等専門職が面接を行うことで、妊婦の状況、家庭環境等も把握し、妊婦の相談に
対応することができた。支援を必要とする妊婦を把握し、継続支援につなげることができた。また、情
報を健康管理システム上で管理・共有しあかちゃん訪問等に活用した。
　きずなメール配信通算数（H27.10月～H30.3月）　妊娠期：1,183件　子育て期：3,100件
　県外受診申請者：395件
　外国人への対応として、６カ国の母子健康手帳を用意し、保健行事予定冊子「ライフプランすこや
か」をはじめ一部資料は、英語・中国語版を作成しわかりやすく提供している。

　女性の体に多くの変動を伴う妊娠・分べん・産じょくの経過を不安なく送れるように、
妊産婦健康診査の受診率向上を図る。また、異常をきたしやすい妊産婦や外国人の妊産婦
など、様々なケースに対する保健指導や相談の充実を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 レディース検診事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

子宮がん：11.9％
乳がん：13.2％

子宮がん：21.2％
乳がん：21.7％

子宮がん：23.7％
乳がん：24.4％

子宮がん：24.4%
乳がん：27.4%

子宮がん：24.6%
乳がん：28.6%

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5402

　子宮がん・乳がん検診を受診することで、がん予防の意識を高め、健康管理に役立たせ
るとともに、がんを早期発見し、適切な医療に結びつける。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

子宮がん検診受診率
乳がん検診受診率

子宮がん：7.7％
乳がん：8.5％

実
績

【平成29年度実績】
　レディース検診受診者数　　(　)内は無料クーポン券受診人数
　　子宮がん検診・・・2538人(1人)
　　乳がん検診・・・・2844人(96人)
　医療機関検診受診者数
　　子宮がん・・・7894人(49人)
　　乳がん・・・7804人(263人)
　計  子宮がん・・・・10432人(50人)
      乳がん・・・・・・10648人(359人)

　骨粗しょう症検診
　受診者数・・・・831人
　前年度より受診者増となった。

子宮がん：9.0％
乳がん：9.2％

指標推移

昨年度との比較
子宮がん・・・114人増
乳がん・・・467人増

骨粗しょう症・・・37人増

検診を受診することにより病気の早期発見・早期治療につながる
ことで、死亡のリスクが減る。また検診時に、保健師による講話
等を聞くことにより自分や家族に対する健康意識を高めることが
できた。

予
定

【平成29年度実施予定】
〈集団検診〉
・9月～２月（27日間）１日増、谷田部・桜・大穂・茎崎保健センターで実施。土曜日の検診を2日間実
施。
・乳がん自己検診法の普及教育同時実施。
・子ども連れでの受診者に配慮し、保育協力員による保育協力を実施。
・マンモグラフィ検査枠に余裕があるので、希望者にマンモグラフィ単独でも受診可能とする。
〈医療機関検診〉
・子宮がん検診：4月～翌年2月指定医療機関で実施。
・乳がん検診：4月～翌年2月指定医療機関で実施。
〈新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業〉
・事業対象者にクーポン券を郵送し受診者の増加を図る。
〈骨粗しょう症検診〉
・期日　８月　６日間実施
・会場　谷田部・茎崎・大穂・桜保健センター
・対象年齢　30～70歳までの５歳刻みの節目年齢女性 　・年代に合わせた骨粗しょう症予防教育実
施。
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 思春期保健対策の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5403

指標推移

　高校生向けの「ライフプランを考えるための冊子」を配布した
高校２年生に対しのアンケート結果で「いつかは結婚したい。」
との感想が76.3％だった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　保護者が思春期の子どもに起こる変化に対して理解し、保護者としての対応を学ぶ（対象者について
は、保護者のみとする）。
　
　健康教育を目的とした媒体の貸出しを行い、保育所や学校で活用してもらう。

　出前健康講座（こども編）の申請や媒体貸出しの申請及び報告について、電子書庫に掲載し、利便性
を図る。

実
績

【平成29年度実績】
 性教育出前講座実施回数　　２回（学童期）　参加者数45人

 性教育について健康教育媒体貸出件数 ７件（沐浴人形・骨盤模型等）

　高校生向けの「ライフプランを考えるための冊子」を高校２年生に対し、2,277冊送付した。内容
は、妊娠・出産等にかかることを主としている。

　生命の尊さや正しい性の知識を普及することを目的に、児童生徒や親を対象として性教
育に関する出前講座を実施するなど学習の機会を提供する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 健康教育事業の推進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

43,614人 42,618人 39,986人 47,712人 57,127人

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5404

　男女それぞれに生活習慣病の予防をはじめ、健康に関する事項について正しい知識の普
及啓発を図る。また、若年期から「健康自己管理」という認識と自覚を高める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

生活習慣病予防事業参加者数
（延）

15,309人

実
績

【平成29年度実績】
①健康アップ教室：225人
②健康マイレージ事業：655人
③予防啓発普及事業（乳がん予防・禁煙・骨粗しょう症予防）：35,374人
④市民公開講座（県医師会との協力）：45
⑤歯周病予防事業：19,319
⑥つくばウォークの日　年間14回：1,509

*年間を通し、健康週間・月間にあわせて、健康増進に関する啓発活動を実施した。また、若年層への
啓発について積極的に実施した。

17,000人

指標推移

　幅広い年齢層の男女に対し、健康増進に関する正しい知識の普
及啓発を図ることができた。
イベント等で実施したことにより大幅な参加者増がみられた。

予
定

【平成29年度実施予定】
①健康アップ教室　４保健センターで４回を１コースとして、高血圧・脂質異常・糖尿病予防等の内容
を実施
②健康マイレージ事業
③予防啓発普及事業（乳がん予防・禁煙・骨粗しょう症予防）
④市民公開講座（県医師会との協力）
⑤歯周病予防事業
⑥つくばウォークの日　年間14回
*健康週間・月間にあわせて、健康増進に関する啓発活動を実施していく。
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担当課 健康増進課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 食生活改善推進員地区組織活動の促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

85人 133人 156人 27人 107人

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5405

指標推移

　男女共に食生活の改善を促進させるため食生活改善推進員を増
員し，食生活改善推進活動を充実させたことで調理参加者等の健
康意識の向上を図れた。

予
定

【平成29年度実施予定】
平成29年度食生活改善推進員数　218人
①食生活改善推進員養成講習会　開催
②食生活改善推進活動
　・骨粗鬆症検診時試食づくり　６回
　・食育普及講座５回
　・地区伝達講習会240回
　・つくばフェステバル・健康フェスタ・文化祭参加
　・男性のお料理教室2回

実
績

【平成29年度実績】
平成29年度食生活改善推進員数　218人
①食生活改善推進員養成講習会　開催　14人養成
②食生活改善推進活動
　・骨粗鬆症検診時試食づくり　６回
　・食育普及講座9回
　・地区伝達講習会197回
　・つくばフェステバル・健康フェスタ・文化祭参加
　・男性のお料理教室2回　9/10（日）、12/10（日）

　男女ともに食生活の改善を促進するため、推進員養成講習会を実施し、推進員の増員を
図る。また、推進員による男の料理教室の充実により、男性の食育を推進する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

男性の料理教室参加者数 71人 120人
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担当課 スポーツ振興課 施策番号

基本目標 5 生涯を通して男女が健やかに安心して暮らす

施策の方向 4 生涯にわたる健康についての意識の啓発と支援

施策名 スポーツにおける男女共同参画の促進

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

実
績

【平成29年度実績】
  成人対象の教室：トレイルラン、アフロリズムダンス、バレーボール、体幹トレーニング、アーチェ
リー、カポエイラ、ラート、ウエイトトレーニング、ランニングの９種類の教室を開催。
 
  子ども対象の教室：ストリートダンス、スポーツ鬼ごっこ、バレーボール、ラート、スキーの５種類
の教室を開催。
 
  参加者延人数は計927人。

※茨城国体つくば市開催競技は、ダンス＆パフォーマンス、スポーツ鬼ごっこ、アーチェリー、パワー
リフティングの４種類。

－

指標推移

　当初計画した教室の他、パワーリフティング（国体公開競技）
の要素を含むウエイトトレーニング教室及びランニング教室を加
えるなど、様々な種類のスポーツ教室を開催することにより、参
加者がスポーツの楽しさを感じ、スポーツ活動の習慣を持ってい
ただく機会を提供することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　成人対象の教室：　トレイルラン、アフロリズムダンス、バレーボール、体幹トレーニング、アー
チェリー、カポエイラ、ラートの各教室を開催予定。
子ども対象の教室：ストリートダンス、スポーツ鬼ごっこ、バレーボール、ラート、スキーの各教室を
開催予定。
※国体デモンストレーションスポーツ：ダンス＆パフォーマンス、スポーツ鬼ごっこの２種類

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

5406

　子どもから高齢者まであらゆる世代においてスポーツを楽しみ、スポーツ教室などを通
して交流を図り、男女共同参画の促進と男女の体力の向上を図る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

101



担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 1 庁内の推進体制の充実

施策名 つくば市男女共同参画推進本部会議の開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6101

　市の男女共同参画推進施策を総合的かつ効果的に推進するため、事業の総合的な調整や
推進、計画の進捗に関することを協議し、必要な措置を講じる。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実績

【平成29年度実績】
　5/25（木）男女共同参画推進基本計画の平成28年度実施状況及び平成29年度実施予定について、男女
共同参画推進基本計画の策定について
　9/21（木）男女共同参画推進基本計画の原案について
　11/13（月）パブリックコメントの実施について
　3/22（木）パブリックコメントの実施結果報告と計画の最終案について
※11/13及び3/22は庁議

－

指標推移

　男女共同参画推進基本計画の施策の平成28年度の実施状況及び
平成29年度の実施予定について協議し、年次計画書を作成し公表
することができた。
　新たに男女共同参画推進基本計画を策定に向けて協議し、パブ
リックコメントを経て、策定することができた。

予定

【平成29年度実施予定】
　５/25（木）に男女共同参画推進本部会議を開催し、「平成28年度つくば市男女共同参画推進施策実
施状況及び平成29年度つくば市男女共同参画推進施策実施計画」を作成し報告する。
　また、新基本計画策定のため、３回程度会議を開催し、協議する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 1 庁内の推進体制の充実

施策名 男女共同参画連絡調整員の配置・活用

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6102

指標推移

　庁内の各部の企画監等18人を男女共同参画連絡調整員として設
置し、横断的な推進体制を整備することができた。。

予
定

【平成29年度実施予定】
　庁内における男女共同参画の推進を図るため、各部の企画監等を連絡調整員として配置する。
　新基本計画策定のための本部会議に同席してもらい、各部の事業について、情報提供を依頼する。

実
績

【平成29年度実績】
　庁内において横断的かつ効果的に男女共同参画を推進するため、庁内の各部の企画監等18人を男女共
同参画連絡調整員として設置した。
　5/25（木）に連絡調整員会議を、男女共同参画推進本部会議と同時開催し、つくば市男女共同参画推
進基本計画の策定について説明し、全庁的な協力体制を依頼した。

　庁内各部に男女共同参画を推進するため連絡調整員を置き、各部の事業実施にあたり、
男女共同参画の視点で事業の調整・検討を行う。連絡調整員は、各部内の企画監（企画監
を置かない部署にあっては、その相当職）とする。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 1 庁内の推進体制の充実

施策名 男女共同参画指導員の配置

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6103

　男女共同参画に関する認識が深められるよう、啓発事業の企画運営や生涯学習分野との
連携にあたる指導員として、男女共同参画室に配置する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　啓発事業の企画運営等を行うため、男女共同参画指導員を1名配置した。

－

指標推移

　つくば男・女（みんな）のつどいの企画・運営、男女共同参画
会議実行委員会（３回）、男･女（ひとひと）セミナーの企画･運
営（15回）、男女共同参画室だよりの発行（４回）など啓発事業
を効果的に実施することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画指導員を１名配置し、啓発事業の企画や運営等を効率的に実施する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 2 市民と連携する推進体制の構築

施策名 男女共同参画会議の開催

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6201

指標推移

　アンケートでは、97.3％が「とてもよかった」、「よかった」
と回答しており、高い満足度が伺える結果となった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　11/25(土)につくばカピオにおいてつくば男･女(みんな)のつどい2017を開催する。
　開催に際しては、市民活動団体、研究機関、大学及び庁内関係課職員等で構成された実行委員会を立
ち上げ、協議・検討を行い、協働して準備を進める。

実
績

【平成29年度実績】
　「未来が輝くもう一歩、ワーク・ライフ＆コミュニティバランス＠つくば」をキャッチフレーズに、
「つくば男･女(みんな)のつどい2017」を開催した。
　開催するにあたり、市民団体や事業者、庁内関係課職員による男女共同参画会議実行委員会を組織
し、協働で企画、運営を実施した。
　男女共同参画に関わる多様な交流機会、男女共同参画に力を入れている団体等のパネル展示を実施し
た。また、クイズラリーを通して、来場した市民と交活発な情報交換・交流が行われた。

　日時　11/25(土)10:10～13:00
　講演　「自分らしいワーク&ライフを実現するまちづくり」
　講師　堀江　敦子（スリール㈱）
　参加者　116人
　・団体活動紹介（ステージ発表）
　・パネル展示参加　19団体
　・男女共同参画推進標語「愛ことば」表彰
　・こどもイベント（こどもゴスペル・おもしろ理科実験）
　・展示で探そう！クイズラリー　ほか

　男女共同参画意識の幅広い啓発と、市民の交流促進を図るため、男女共同参画会議「つ
くば男・女（みんな）のつどい」を開催する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 2 市民と連携する推進体制の構築

施策名 メールマガジンの検討

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6202

　男女共同参画に関する新しい情報を継続的に提供するため、インターネットを活用した
メールマガジンの発行・配信について検討する。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　男女共同参画に関する情報の提供は、ホームページの更新を適時行うとともに、ブログを活用した。

－

指標推移

　情報提供の手段として、現在はホームページや、ブログにより
行っており、メールマガジンの発行・配信についての検討はしな
かった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画に関する情報の提供は、ホームページの更新を行うとともにブログを活用する。
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 2 市民と連携する推進体制の構築

施策名 男女共同参画センター（仮称）の設置

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

B

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6203

指標推移

　拠点となる施設の決定には至っていないが、施設の在り方につ
いて検討を継続することになった。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画に関する学習や情報発信、交流の場の整備について、平成29年度に実施した市民意識調
査の結果をもとに、新計画にも掲載するか、検討する。

実
績

【平成29年度実績】
　男女共同参画推進のための拠点整備について、関係各課と協議を進めた。

　男女共同参画に関する学習や情報発信の場、あるいは市民交流の場や相談窓口として、
拠点の設置に向けて取組を進める。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号

基本目標 6 推進体制の充実

施策の方向 2 市民と連携する推進体制の構築

施策名 交流コーナーの継続

施策内容

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

－ － － － －

成
果

総合
評価

A

つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばＡＰＰＬＥプログラム2013～2017）

平成29年度施策実施状況

6204

　男女共同参画を進めるための情報交換が、市民同士でできるよう、交流コーナーを男女
共同参画室に設置し、男女共同参画に関する図書等の資料や情報提供などの充実に努め
る。

推
進
指
標

項目 現状値（平成23年度） 将来指標（平成29年度）

－ －

実
績

【平成29年度実績】
　国の情報紙「共同参画」や、県の情報紙「男女共同参画支援室だより」、「レイクエコーだより」の
最新号を常備した。また、男女共同参画に関連するパンフレットや資料を配置した。

－

指標推移

　国や県、他市町村等から男女共同参画に関する情報の提供を受
け、市役所内のパンフレットスタンドに配置し、最新の情報を周
知することができた。

予
定

【平成29年度実施予定】
　男女共同参画に関する情報提供ができるよう、市役所内のパンフレットスタンドの充実を図る。
　また、つくば男･女(みんな)のつどい2017において、男女共同参画推進団体や研究機関等との交流の
機会を設ける。
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つくば市男女共同参画推進基本計画（つくばAPPLE PROGRAM　2013～2017）計画推進指標の推移 資料 ２

№ 施策 項目
現状値

（平成23年度）
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

将来指標
（平成29年）

担当課

1 １－１
男・女（ひとひと）セ
ミナー参加者数

男79人 女278人 男91人 女368人 男76人 女273人 男104人 女443人 男42人 女435人 男65人 女335人
男100人 女300

人
男女共同参
画室

2 ２－１ 女性委員の割合
23.5％

（平成24年４月
１日現在）

26.0％
（平成25年４月

１日現在）

26.3％
（平成26年４月

１日現在）

28.1％
（平成27年４月

１日現在）

28.2％
（平成28年４月

１日現在）

30.0％
（平成29年４月

１日現在）

30.0%
（平成29年４月

１日現在）

男女共同参
画室

3 ２－１
市政モニターの女性の
割合

25.0% 50.0% 40.0% 67.0% 20.0% 事業終了 30.0% 広聴室

4 ２－３ 国際理解講座の実施数 ２回 12回 11回 23回 29回 24回 10回 国際交流室

5 ３－２
男性のための電話相談
の実施回数

２回 ３回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回
男女共同参
画室

6 ３－２

【市民意識調査】
「つくば市女性のため
の相談室｣を知ってい
る割合

20.0% 33.8% 40.0%
男女共同参
画室

7 ４－１

【事業所調査】
雇用機会における均等
の実態：採用が均等に
なっている割合

68.1% 64.6% 75.0%
男女共同参
画室

8 ４－１ 家族経営協定締結累計 164件 179件 183件 189件 193件 200件 188件 農業政策課

9 ４－２ 女性管理職の割合
19.7％

（平成24年４月
１日現在）

21.2％
（平成25年４月

１日現在）

22.8％
（平成26年４月

１日現在）

23.1％
（平成27年４月

１日現在）

24.0％
（平成28年４月

１日現在）

23.4％
（平成29年４月

１日現在）

25.0%
（平成29年４月

１日現在）
人事課

10 ５－１
地域子育て支援拠点施
設数

５施設 ７施設 ７施設 ７施設 ８施設 ８施設 ７施設
こども政策
課

11 ５－２
住民参加型福祉サービ
ス会員数

協力会員30人
利用会員40人

協力会員31人
利用会員55人

協力会員28人
利用会員47人

協力会員22人
利用会員49人

協力会員34人
利用会員45人

協力会員42人
利用会員50人

協力会員40人
利用会員50人

社会福祉課

12 ５－２ 地域ケア会議開催数 ２回 10回 13回 18回 33回 36回 24回
地域包括支
援課

13 ５－２
在宅介護支援センター
の実態把握・見守り活
動件数

800件 1,146件 1,438件 1,543件 1,827件 2,359件 1,400件
地域包括支
援課

14 ５－２ 介護予防訪問人数 800人 839人 838人 881人 556人 397人 900人 健康増進課

15 ５－３

【事業所調査】
ワーク・ライフ・バラ
ンスに取り組んでいる
事業所の割合

50.3% 48.5% 60.0%
男女共同参
画室

16 ５－４
生活習慣病予防事業参
加者数（延）

15,309人 43,614人 42,618人 39,986人 47,712人 57,127人 17,000人 健康増進課

17 ５－４ 子宮がん検診受診率 7.7% 11.9% 21.2% 23.7% 24.4% 24.6% 9.0% 健康増進課

18 ５－４ 乳がん検診受診率 8.5% 13.2% 21.7% 24.4% 27.4% 28.6% 9.2% 健康増進課

19 ５－４
男性の料理教室参加者
数

71人 85人 133人 156人 27人 107人 120人 健康増進課

20 ６－１

【職員意識調査】
男女共同参画の視点を
持って事業・業務を
行っている人の割合

54.8% 57.5% 60.0%
男女共同参
画室
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会 議 録 

会議の名称 第２回つくば市男女共同参画審議会 

開催日時 平成 30 年９月 26 日（水） 開会 10:00 閉会 11:45 

開催場所 つくば市役所２階 防災会議室（３） 

事務局（担当課） 市民部市民活動課男女共同参画室 

 

出 

席 

者 

委員 飯岡千尋、井出ゆかり、遠藤知昭、坂本義治、土井

隆義、土井裕人、生田目美紀、ヘイズジョン、有光

直子、小林美智子、佐藤良子、村上善典 

その他  

事務局 

 

飯村市民部長、山田市民部次長、東郷市民活動課長、

岡田男女共同参画室長、横田係長、橋本主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 １人 

非公開の 場合は そ

の理由 

 

 

議題 １ つくば市男女共同参画推進基本計画について 

２ つくば市男女共同参画推進基本計画 平成 30

年度施策実施計画について 

３ 計画の評価方法について 

会議録署名人  確定年月日 平成 年 月 日 

会

議

次

第

 

１ 開 会 

２ 委嘱状の交付 

３ 市長あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 会長・副会長の選出 

６ 案 件 

７ 閉 会 
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＜審議内容＞ 

１ つくば市男女共同参画推進基本計画について 

 

事務局：配布資料 1 に基づき説明 

会長：ただいま事務局から説明がありましたが、何か御質問等ございま

すでしょうか。 

   （発言なし） 

 

２ つくば市男女共同参画推進基本計画 平成 30 年度施策実施計画に

ついて 

 

会長：特にないようでしたら、次に案件２「平成 30 年度つくば市男女

共同参画推進基本計画施策実施計画について」の審議をお願いいた

します。まず事務局から説明をお願いします。事務局から説明をい

ただいた後、御意見をいただきたいと存じます。事務局お願いしま

す。 

事務局：配布資料２に基づき説明 

会長：ただいま事務局から説明がありましたが、何か御意見等ございま

すでしょうか。 

委員：今意見を出さないと、戻ってきませんか。 

会長：できれば、一つずつ、御意見をいただければと思います。 

委員：資料２についての意見は、その先で出す機会はないというふうに

考えたほうがいいですか。 

会長：そうですね。できましたら全体の流れの中で、今出していただけ

たらと思います。いかがでしょうか。 

委員：全体を見ての疑問の一つは、市が施策として立てるときにターゲ

ットがどれなのか明確に分からないものがある。例えば、小学生な

のか、中学生なのか、保育園なのか、大学なのか、あるいは市役所

が対象なのか、一般市民も対象なのか。それを明確にしたほうが考

えやすいかなと思いました。もう一つは、2022 年度の最終の数値

目標の根拠あるいは意味が何なのかと。説明していただけると分か

りやすいと思いました。 

会長：貴重な御意見ありがとうございます。それでは事務局、まず、タ

ーゲットは誰なのかということに関してと、指標は根拠があって出

ているのかということを、御説明をお願いします。 
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事務局：まず、ターゲットについてですが、この計画は市と事業者と庁

内を対象とした計画となっておりまして、啓発に関するものは市民

全体、事業者も含めております。また、学校教育については、主に

小・中学生というところでございます。そのほかに、「市職員の」

と記載している部分につきましては、職員がターゲットになってお

りまして、市への率先垂範として高い目標を設定して施策を推進す

るというところでございます。大きくは市民全体というふうにとら

えていただければと思っております。二つ目の、数値目標、指標の

最終目標値の設定についてでございますが、基本計画というのが行

政手法の一つでありまして、５年ごとに見直しをするうえで、少し

の努力で達成可能な数値を設定し、それを繰り返していく、少しず

つ達成していくという行政手法がございまして、達成したものはさ

らに高い目標を、前計画で達成できずに取りこぼしてしまったもの

につきましても、少し努力をすれば達成できそうだという数値を設

定しているというところでございます。 

会長：ありがとうございます。ターゲットは市全体という御説明があり

ましたけれど、もしかすると一つ一つの施策を実際に今後実践して

いこうというときには、ターゲットを絞りながら、ステップアップ

していくというような手法も必要になるかなと、今の御意見をいた

だいて思いました。 

委員：自由裁量がきく計画書と言えますが、逆に計画書の何を審議すれ

ばいいんだろうと思います。この段階では仕方がないことなのか、

それとも何かお考えがあるのかを教えていただきたいです。 

会長：市の方としてはいかがでしょう。今日は基本計画の初回なので、

説明ということだとは思うんですけれども、この後実際にその時期

その時期において、この計画について審議する機会というのは設け

られるような流れとなっているのでしょうか。 

事務局：基本的には、今後は、実施された施策の検証ということにはな

ってまいりますので、各担当課でこういうことを実施し、このよう

な評価をつけましたということについて、それらが適正かというよ

うなことを御審議いただく機会にはなるんですけど、計画内容につ

きましては、この期間中に変更したりということはないと考えてお

ります。 

委員：審議会の委員としては見えにくいと思いましたが、こういうもの

なのですね。 
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副会長：前期から委員を担当しておりましたので経緯を申し上げます

と、今日出ているものは前期の審議会で議論して承認をしたものな

んですね。その中で、いろいろ市の担当部署からでてきた内容をこ

の審議会で検討し、これでよろしいでしょうということで承認した

結果、今これが施行されているものなので、今期の我々がすべきこ

とは、この内容についての評価になってくると思います。その評価

をするときに、これは目標が曖昧であるとか、おっしゃったように

ターゲットが曖昧であるとか、評価の中で指摘をすることはでき

る、というふうに思っています。 

会長：他に何か。 

委員：36 ページ以降に実績値というものがあるんですが、これはどう

いうものなのか教えていただきたい。 

事務局：この実績値は、入っているものと入っていないものがあるので、

混乱させてしまうところがあると思いますが、今年度施策を実施し

たうえで最終的に出る数字です。入っているものにつきましては、

すでに４月１日現在の数値を指標の実績値として入れられるもの

となっておりまして、基本的には、実績値は年度末に入れる部分と

なっております。 

委員：例えば 36 ページの一番上の２-４のようなところですね。市職員

の管理職に占める女性の割合というのが、28 年度末は 23.5％だっ

たのが、平成 30 年４月１日現在では 20.9％に減っているというこ

とですね。20.9％を 24.0％まで上げるということが目標となって

いると考えてよろしいんですね。 

事務局：この目標値 24％というのは、平成 30 年 4 月１日に達成するべ

き指標であったので、今回は達成できなかったということになりま

す。指標には、年度末まで数字が分からないものと、年度初めに数

字が分かるものがありまして、管理職の割合などは実績値が入って

おりますが、すでに年度の目標を達成できなかったという結果とな

っております。 

委員：分かりました。 

会長：他にございますでしょうか。 

委員：四点ほどあるんですが、全部言いますので、それぞれお願いしま

す。まず、この懇談会の議事録の公開の有無は有りでしたでしょう

か。私の入っているスタートアップ戦略策定懇談会だと全部公開な

ので。二点目、33 ページのところでございますが、セクシャルマイ
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ノリティ対応のところで、指標がないということは重点施策には入

っているけれどやらないことがありうるという趣旨か、またはタイ

ミングか何かの問題なのかいうことを確認したい、三つ目は、セク

シャルマイノリティを男女共同参画に含めてなおかつ性的指向、性

同一性障害に限定するという趣旨があるのかどうか。四つ目、男女

共同参画の下にセクシャルマイノリティ対応を入れるのはあまり

良くない、特に機動力ある対応という点ではあまり良くないという

のは私が筑波大学で関わってきている知見なんですけれども、ここ

の市では、あくまで男女共同参画の下にセクシャルマイノリティ対

応を入れるという趣旨でしょうか。例えば他にスタートアップ推進

室とか他の部署との連携とかは想定されていないのか、その四点を

確認させてください。 

事務局：まず一つ目の議事録の公開につきましては、HP で公開する予

定でございます。33 ページの施策については、重点施策ではある

けれども指標がない施策ですが、事業は必ずやる予定でおります。

指標がないということは、数値目標として設定していないというと

ころでございます。三つ目ですが、性的指向や性同一性障害という

文言をこの計画書で使いましたのは、国の男女共同参画計画の中で

使われている文言を使用したというところでございます。性的マイ

ノリティの表現は、審議会でもたくさん出たんですけれども、決し

て限定はしておらず、セクシャルマイノリティの方全般というふう

には考えております。国の計画書に出てくる言葉をそのままこの計

画にも使っているということです。 

委員：そうすると、文言としては二つに限定されているが、包括的に扱

いますということでよろしいですか。 

事務局：はい、そうです。 

委員：上位の国の計画で二つしかないから、この二つしかやりませんと

いうことでないということだけ御確認いただければ結構です。 

事務局：はい。最後に、男女共同参画の下にセクシャルマイノリティの

問題が、というところでございますけれども、上下は全く意識して

いたわけではなく、性に関する差別という大きなくくりの中で、男

性女性、また男性女性に限らず多様な性というものが、差別につな

がっているのであれば、それを解消するというものです。 

委員：そうしますと、ここの審議会でやっていることは、性に関するこ

とであって、マイノリティに関することではないという理解をして
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よろしいですか。力点として、性の多様性の方にあるということは

確かに分かるんです。そうすると、マイノリティの話の方はあまり

ここは扱わないという趣旨で考えた方がよろしいですか。ダイバー

シティの話はここではしませんということなのか。 

事務局：軸としましては、男女共同参画というところに置いております。

今回こういった項目を計画に入れたのが初めてというところがご

ざいます。マイノリティの定義というのは、例えば外国人や障害者

などを含めたという意味でよろしいですか。 

委員：そうです。そちらもどうしても関連してくるわけですよね。 

事務局：そういう意味で言えば、それぞれ、市役所ですので、様々な部

署がございまして、福祉系であるとか、人権、国際という担当部署

がございますので、どちらかというと性的マイノリティの部分に力

点を置きたいと考えております。 

委員：もちろんそれは他の市役所の部署との連携が当然あるということ

で包括的に考えるという理解をしてよろしいでしょうか。 

事務局：そうですね。それをしつつ、基本的には LGBT を含めた性的マ

イノリティがこの男女共同参画の計画の下で考えていくというこ

とになるかと思います。 

副会長：補足よろしいでしょうか。少しこれまでの経緯を申し上げます。

三点目についてですが、ジェンダーの問題は市民の中にも色々立場

があって、私は個人的には例えばジェンダーフリーという言葉は使

いたいけれども、国の方では使わないよう言っていたり、ここは審

議会でももめたところです。ジェンダーフリーの推進あるいはジェ

ンダーイクオリティで留めるべきかで色々意見がある、あるいは行

政という立場を考えたときに、ジェンダーフリーまではここでは触

れないだろうということで、ジェンダーイクオリティまでが最大公

約数というところでこの審議会の中ではこれまでは意見は落ち着

いてきています。個人的にはジェンダーフリーもいいと思っていま

すけれども、そこまでは市民としては多数意見にはなっていないだ

ろうということで、ほぼ同様のジェンダーイクオリティで、まずは

基本ラインにしようというのが一つの考え方です。それから、四点

目の意見ですけれども、男女共同参画室は機動部隊を持っているわ

けではないので、市役所の各部門を横断的にまとめるというところ

なので、市の色々な部署がそれぞれ活動をやっているときに、その

活動に目配せをして、それに対して統一的な一つの視点を与えると
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いう役割だと思っています。ですので、性的マイノリティの問題は

ここだけではなくて、例えば教育機関でもやっているし、別の部署

でもやっているし、色々なところでやっているもので、男女共同参

画に関わるところだけが、ここでピックアップしているということ

です。色々な集合体があって、その中で男女共同参画に関わるとこ

ろにだけ口を出せるので、市としては性的マイノリティの問題は

色々な部署でやっているはずなんですけれども、やっている全体で

はなくて、その中で男女共同参画に関わるところだけ我々はコミッ

トできますよというのがこの審議会の立ち位置かなと感じていま

す。ですので、性的マイノリティの問題全体は当然推進すべきだと

思いますが、それ全てに対してこの審議会が何かものを言えるとい

うところではないかなと感じています。 

委員：逆につくば市は、今、いろんな部課でやっていることを、ダイバ

ーシティ的にまとめるという考え方には、行かないのですか。 

副会長：ダイバーシティはダイバーシティでやっていると思います。そ

の中で、男女共同参画に関することだけここはコミットできる。例

えば、私は別の事業で SDGｓの問題についてやっています。SDGｓ

の中にもジェンダーイクオリティの問題はあるわけです。つくば市

としての SDGｓは産業振興課等でやっているわけですよね。その中

のジェンダーイクオリティの部分については我々がコミットする

という形で、それ以外のマイノリティの問題も SDGｓには入ってい

る訳だけれども、例えばそれは移民の問題もあるし、そこには口は

出せない。ダイバーシティ全体を統合的に市としてまとめているか

どうかは私では分かりません。 

委員：連携だったり、総合会議だったり、システム構造を作っているの

かどうか。 

事務局：ダイバーシティという名称で、総括的に担当している課はない

です。もちろん、行政ですので幅広くダイバーシティと同じ様な考

え方で障害者、高齢者、外国人などマイノリティに対する施策とい

うのは行っておりますし、各課で行っていることは総合計画に基づ

いて実施しているので、ダイバーシティという括りではないにして

も、それに近しい形でやっているのが行政なのかなと考えているの

ですが。 

委員：現状はそういうことですね。 

事務局：そうです。 
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会長：他には。 

委員：計画についてはこの場でということですので、私が読んでいくつ

か分からなかったことがあるので、まとめて質問させていただきま

す。一つは、市民意識調査なんですけど、独法とか大学とかは入っ

てないんですかね。それから、これは間違いだと思うんですけど、

計画書本紙のほうの 56 ページの表の２－２－２－②男性の家庭生

活への参画促進の担当課が、文化芸術課になっているんですけど間

違いで、生涯学習推進課かなと思います。それから、去年の 12 月

から今年の１月にかけて、計画を作るにあたってパブリックコメン

トの募集があったので、出させてもらいました。ただ、市に出した

パブリックコメントってその後、それがどうなったかって、全然何

も報告ってないんですよね。その、パブリックコメントがどのくら

い出されて、どんな意見があって、その結果この計画が少し変わっ

たかどうか分かれば教えていただきたいなと思います。もう一つ、

61 ページ、審議会の女性委員の指標 30％とあるんですけど、その

30％というのは、全ての委員会において 30％を超えるようにした

いということですよね。そうすると、今だと 30％を大きく超える

審議会もあるけれども非常に低い審議会もあるということですよ

ね。この 30％という指標が妥当なのかどうか分からないんですけ

ど、現状が分かっていたら、教えていただきたいと思います。以上

です。 

事務局：市民意識調査の事業所調査に独立行政法人が入っていたかとい

うことですが、手元に資料がないため即答できませんが、調べたい

と思います。二つ目の、生涯学習推進課ではないかというところで

すが、おっしゃるとおりで、今年の４月から組織の改編がありまし

て、３月に策定した段階では文化芸術課でやっていたものではあっ

たんですが、４月からは生涯学習推進課に組織改編がされましたの

で、こちらは御修正をお願いします。５年間施策を実施していると、

組織改編で担当課が変わるということが今後もあるかと思います。

計画策定時のパブリックコメントの結果については、どういう意見

があって、市としてはどういう考え方をしているかということにつ

いては、公表をしております。そちらで、どこの部分が追記された

かというようなことも書いてあります。一覧になったものを公表し

ております。 

委員：それはどこに公表されていますか。 
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事務局：HP です。パブリックコメントで検索していただけると、出てく

るかと思います。61 ページの指標のところで、各審議会委員毎に

30％というものですが、この 30％という数値につきましては、国

で政策・方針決定に関する女性の参画を 30％を目標にしていると

ころから、30％という数値を持ってきているというところでござい

ます。以上で４つの御質問に、一部回答できなかったところもござ

いますが、以上でございます。 

会長：ありがとうございます。事業所の中に、独法や大学が入っている

か同課についての回答は、どのような形でいただけますか。 

事務局：議事録を郵送でお送りする機会がございますので、その時に分

かるようにしたいと思います。 

副会長：パブリックコメントにつきましては、この審議会の場でも紹介

されて、それに対して市がどう考えているかも紹介されて、我々も

その内容について審議しました。 

会長：ここまでのところで、御質問等ございませんでしょうか。 

委員：14 ページにある、女子の参画が少ない分野での支援というとこ

ろで、以前から、理工系女子に色々な支援をされています。本当の

男女共同参画なのかと思うところがありまして。女性が多く、男子

が少ない職場など、色々なところがあります。これはシステムとし

てもう形になっているので、やりやすいってことはあると思います

が、なぜ常にリケジョなんだろうと。これはなんかフィロソフィー

があって、つくば市もやってらっしゃることなんですか。 

事務局：理工系女子は、女性の参画が少ない分野というところで、平成

28 年の G７茨城・つくば科学技術大臣会合で発表されたつくばコミ

ュニケという共同声明の中で、科学技術イノベーションの推進に向

けた女性の参画拡大が示されたことに呼応して、今回この計画の中

に入りました。 

委員：他の分野ではないですね。他にも女子数が少ないところはありま

す。理由は分かりましたが、これだけでいいのかな、片手落ちかな

といつも思います。 

会長：未熟な経験の中なんですけれども、男女共同参画の計画は、時代

の流れに合わせながら進んでいるところがございまして、例えば、

性的マイノリティの話も計画に取り入れられたことは、大変素晴ら

しいことと思いますし、男性のための相談室も前はなかったのに、

入って来れたという形で。５年ごとなので、すぐに反映するという
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ことはできてないかもしれませんが、着実に社会の流れに合わせ

て、審議会で色々なものを積み上げてきているかと思っています。

この後、私たちの任期の間に、ダイバーシティを包括する部分です

とか、女性の職が多くて男性の職が少ない部分にスポットを当てる

ですとか、まだまだ社会に即した課題は残っているんじゃないかな

と思っています。 

副会長：これまでの審議会の在り方として、基本的にどういう目標を掲

げるかというときに、まず、市の担当部署から、これだと科学技術

振興課ですよね、そういうところから上がってくるんですね。それ

について、我々がこれはいいかどうかを判断するという形で進めて

きているので、こういう部署にこれをやってくれとか、ここが足り

ないからこれをやった方がいいとかというアクションはしてきて

ないんですね。今後、それが必要であれば、考えていくべきだとは

思いますけれども、これまでは、こちらから働きかけてやってくれ

ということはしていないので、多分活動の盛んな部署と、そうでな

い部署とが当然あって、積極的な部署からは色々出てくるけれど

も、そうでない部署からはあまりないという波があるかとは思いま

すよね。 

委員：女性の権利、義務、機会平等を考えたとき、今までは女性のほう

をということがありますが、男性にとっての、機会、責任、権利の

平等という考え方で見て、その上で重みをつけるやり方を、行政機

関はすると思うので。理工離れの男子の小学生はどうするとか、そ

の辺にまでの思いでこの計画が作られていると思いたいのでお聞

きした。 

副会長：これまでの審議会の立場としては、我々が市民の意識を啓発し

て変えていこうとか、そういうスタンスでは来てないんですね。行

政のやること対して、我々が市民の意見を出し、評価をするという

システムなので、例えば、市民の意見を行政が主導して変えていく

とか、そういうスタンスではないだろうと。 

委員：やらなきゃもったいないです。 

副会長：市民の多くの意見の下で、行政は動いている。その行政に対し

て、正当に採点されているか評価をするので、今のリケジョの問題

で言うならば、女性の理系に対する意識を高めようだとか、そうい

うことではなくて、理系の職に就きたいけれど社会的な構造の問題

でそれが妨げられている、構造的な問題があれば変えなければいけ
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ない、そのような環境でしょうね。意識を変えていくというよりは、

そういう意識を持った人達が、平等にそれを実現できるような環境

整備について私達が何をするべきかという意見を出してきたとい

う形です。 

委員：14 ページのリケジョサイエンス合宿って、筑波大学の事業です

よね。市の事業ではなくで。JST の女子高校生の理系進路選択支援

プログラムに筑波大学が採択されていて、それの事業内容がそのま

ま載っていて、それに市が協力するという形であって、市が主体的

に行っている事業では必ずしもないように見受けられるんですが、

いかがでしょうか。ただ、私、リケジョサイエンス合宿に関われと

言われても、戸籍上男性はだめらしくて、何も言われていないんで

すけど。なので詳しくは知りません。 

委員：本来私が答えていいかどうか分からないのですが、私も産総研の

ダイバーシティ推進室として、こういう活動に関わっておりますの

で、ちょっとだけコメントさせていただきます。まず、今、リケジ

ョリケジョというところですが、最近の流れとまして確かに女性に

スポットが当たっているのですが、やはり、男性にもという声は数

年前から上がってきておりまして、今回につきましては、プログラ

ムが二本立てになっておりまして、合宿のほうは女性に限定されて

いますが、シンポジウムにつきましては、男女ともに参加できると

いうことで広く広報されたと報告を受けております。それからもと

もとのシンポジウムとリケジョサイエンス合宿ですが、昨年度まで

は、合宿につきましては筑波大が JST から予算を受けて実施してい

たそうです。一方、中高生の理系進学応援シンポジウムというのは、

茨城県が昨年からスタートしたものです。今年度につきましては、

茨城県のほうの事業ということで、実施の企画を公募して、それに

筑波大が応募されて委託されたと聞いております。つくば市の関係

は、茨城県の事業に対して、後援か共催か定かではありませんが、

そういう形で実施されたと聞きましたので、参考までにお知らせい

たします。 

会長：それでは、お時間の関係もございますので、次の案件３、計画の

評価方法について審議していきたいと思います。事務局からの御説

明の後、皆さまから御意見をいただきたいと存じますので、よろし

くお願いします。 
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３ 計画の評価方法について 

 

事務局：配布資料３-１、３-２に基づき説明 

会長：ありがとうございます。それではこの評価方法について、何か御

意見ございますでしょうか。 

副会長：評価についての経緯を、前期から委員をやっておりますので少

し御説明いたします。評価をどうするかということが、前期の審議

会から引き継いでいる、今期の審議会の一番大きな懸案になってく

るかと思います。前回までは、今回出していただいたような評価の

基準はありませんでした。各部署が各部署の基準で独自に評価をし

ていて、その評価を我々が見て、承認するかしないかというかたち

だったので、さっきおっしゃったように厳しく評価する部署もあれ

ば、ゆるく自己評価する部署もありばらばらだったので、この評価

が意味があるのかが大きな問題となってきました。ということで、

各部署に評価の基準を任せずに、統一した評価基準を作ったほうが

いいのではないかということで、資料３-１の真ん中にあるような

形の評価基準を今回は初めて作っていただいたと理解しています。

もう一つは、この評価基準を使って、各部署が自己評価をされるわ

けですけれども、自己評価がはたしてどこまで妥当かどうかを私達

がこの場で判断をする材料が今までほとんどなかったので、出てき

た資料について意見を言うくらいしかなかったんです。やはり自己

評価ですので、相対的に甘いのではということはどうしても否めな

い部分があって、それは例えば今回は言われませんでしたが五十嵐

市長が前期の時におっしゃったことですが、自己評価が高いと、ち

ゃんと評価やってくださいというのが前期の時に市長が言われた

ことだったんですね。それを受けて、前期の審議会ではこの評価を

何とかしないといけないということがあったんですけれど、前期の

審議会では具体的にするというところまではもっていけなかった

ので、それは今期の懸案として引き継いできたものになっていま

す。ですので、この評価をどうするかということが、今期の審議会

で一番大きな問題になってくるんだろうと思います。前期の審議会

の時にでた意見ですけれども、そうはいっても目標は多岐にわたっ

て数が多いので、すべてをこの審議会でまるまる審議することはで

きないので、我々が重要と思われるものいくつかピックアップし

て、年度の終わりくらいに、担当部署の方をこの場にお呼びしてプ
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レゼンをしていただいて、それを受けて、その評価が妥当かどうか

判断してはどうかという意見も出ております。当然全部はできない

と思います。いくつかピックアップしてですね。そういう形で自己

評価がお手盛りにならないように、この審議会はあくまでも外部団

体ですから、外部評価を入れることが必要であろうと。この外部評

価をどうするかが今期の大きな課題です。どういう形で、各部署の

評価ができるか、どう進めていくかを考えていかないといけないか

なと思っています。われわれの職場でも教員はまず自己評価をし

て、複数の組織からあなたの自己評価は高すぎますよとか、妥当で

すよとか、ちょっと低いんじゃないのとか評価が入るんですよね。

これまではいわば第三者の目からの評価がこれまではなかったの

で、そういうものをこれからは作っていかないといけないんだろう

なと。 

会長：今年度は評価という山が待っているのですけれども、この評価シ

ートだけではなくて、可能であれば参考資料などもそろえていただ

けるかと思います。多くの外部審査では評価シートのほかに参考資

料なども出てくるということもございますし、先ほども副会長がお

っしゃってくださったようにヒアリングという場を設けるという

のもやり方として、今後の課題かと思います。どの段階でどのよう

にヒアリングをいれるかとか、今日この段階では決められないと思

うのですけれど、着実に実行していく、今回配られた資料では施策

は 28 だけになりましたので、この内容をとにかく着実に精査して

いくということが課題なんじゃないかなと思っております。一応、

今日、用意しました議題は評価の方法についてまでなのですけれど

も、全体について、御意見等ございますでしょうか。 

委員：計画に対して意見を言うことができるとおっしゃっていたのは、

コメントですか。事後評価は、審議のやり方と、市の作業とのバラ

ンスを考えないといけないですね。 

副会長：今出ている目標についての意見は、前期の審議会で行っている

んですね。審議会の意見を踏まえて出来上がっているんです。我々

ができるのは、出来上がっている目標に対してどこまで実行された

かの評価と、今度この次の５年後にまた新しく作るときに審議会委

員でいらしたら、こういうふうにしたほうがいいということが言え

るという、タイムスパンになっています。 

会長：社会はどんどん変わっていますし、我々もそれを後押ししなけれ
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ばならない立場になってくると思うんですね。少しずつでも、社会

全体の流れが変わっていくようなかたちで力を発揮できればいい

なと思っています。それでは、今日用意した審議案件は一通り終っ

たわけですが、特に何もないようでしたら、ここで審議を終了させ

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。そのほか事務

局から何かございますか。 

事務局：本日の会議録につきましでは、後日郵送いたしますので御確認

をお願いしたいと思います。なお、今年度の審議会は、突発的に市

長から諮問がなければ本日で終了となります。次回は来年度に予定

しておりますので、その際にはよろしくお願いします。 

会長：本日は、慎重な審議、そして円滑な議事運営に御協力いただきあ

りがとうございました。 

事務局：ありがとうございました。これをもちまして、つくば市男女共

同参画審議会を閉会いたします。 

 

 

閉会 

 



平成 30 年度つくば市男女共同参画審議会次第 

 

                   平成 30 年９月 26 日（水）10:00～ 

                   市役所２階 防災会議室２・３ 

  

１ 開 会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 委員紹介 

 

５ 会長・副会長の選出 

 

６ 案 件   

 (1) つくば市男女共同参画推進基本計画について 

 (2) つくば市男女共同参画推進基本計画 平成 30 年度施策実施計画について 

 (3) 計画の評価方法について 

 

７ 閉 会 



資料 １ 

つくば市男女共同参画推進基本計画について 

 

１ 男女共同参画に関する動向（基本計画Ｐ9～12） 

 女性の地位向上を目指した世界的動きの中で、国は、昭和 52 年に国内行動計画を

策定し、女性問題への本格的な取り組みを開始し、様々な制度や法律が整えられ始め

ました。平成 11 年、男女共同参画社会基本法を公布し、翌 12 年に男女共同参画社会

の形成の促進に関する施策の総合的な推進を図るための基本的な計画である「男女共

同参画基本計画」が策定され、以後、５年ごとに見直しをしながら、施策を実施して

います。 

 茨城県においても、法に基づき、平成 13 年に茨城県男女共同参画推進条例を制定

し、翌 14 年に茨城県男女共同参画基本計画を策定し、５年ごとに見直しをしながら、

施策を実施しています。 

 つくば市では、平成９年につくば市女性行動計画を策定し、女性問題に取り組んで

きました。平成 15 年につくば市男女共同参画推進計画を策定し、５年ごとに見直し

をしながら、施策を実施しています。 

 平成 28 年に、男女共同参画に関する市民意識調査を実施しましたが、「男女の地位

の平等に関する意識」は、大きな変化は見られませんでした。 

そこで、平成 29 年３月に現計画である、つくば市男女共同参画推進基本計画を策

定し、今後５年間、男女共同参画社会の実現に向けた施策を実施していきます。 

 

２ 男女共同参画社会とは 

 男女平等の実現を目指し、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ

て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、男女が均等に政治的、

経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社

会のことです。 



 

３ つくば市男女共同参画推進基本計画の位置づけ（基本計画Ｐ4） 

 

４ つくば市男女共同参画推進基本計画の考え方（基本計画Ｐ43～48） 

(1) 条例にある五つの理念（Ｐ43） 

(2) 三つの基本目標とそれにひもづいた個別施策（基本計画Ｐ46） 

 

５ つくば市男女共同参画審議会の役割 

 つくば市男女共同参画審議会は、市の附属機関です。 

その役割は、市長の諮問に応じ、担任する事項について調停、審査、審議又は調査

等を行うことです。 

特に、５年に一度、つくば市男女共同参画推進基本計画を策定する際には、基本的

な考え方について審議を重ねています。 

 また、基本計画に基づき、外部組織として施策の実施状況について、検証を行いま

す。（基本計画Ｐ67） 

○つくば市男女共同参画社会基本条例～抜粋～ 

第 6 章 審議会 

(審議会の設置) 

第 22 条 市長の諮問に応じ、男女共同参画の推進に関する基本的及び総合的施策並

びに重要事項を調査審議し、答申するため、つくば市男女共同参画審議会を置く。 

２ 審議会は、市長が任命する委員 20 人以内で組織する。この場合において、男女

のいずれかの一方の委員の数は、委員の総数の４割未満であってはならない。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則

で定める。 



つくば市男女共同参画推進基本計画

（2018～2022）

平成30年度施策実施計画



つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）施策の体系

基本目標 施策の方向性 施策

１ 男女共同参画社会の基盤整備 1　男女共同参画会議の開催の開催

2　男女共同参画を推進するためのセミナー開催

3　男女共同参画情報発信

【２】男女共同参画意識醸成のための教育の充実 1　学校での男女共同参画の視点に立った教育★

【３】男女共同参画の視点に立った防災体制の確立 1　女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくり

【４】国際的な男女共同参画の動向理解 1　各国の男女共同参画施策の情報収集・紹介

２ あらゆる分野での活躍推進 1　一般事業主行動計画に関する啓発★

2　就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の支援

3　起業・創業を目指す人への情報提供・資金面の援助

4　女性の参画が少ない分野での支援★

1　男性の育児・介護休業取得を促進するための企業への情報提供★

2　男性の家庭生活への参画促進★

3　育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり（※）

4　労働環境改善のための情報提供・啓発★

【３】市政における女性の参画促進 1　審議会等委員への女性委員の登用★

1　女性職員の管理職等登用の推進★

2　育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり

3　職場におけるハラスメント防止対策の推進

4　男性職員の育児休業取得促進★

【１】広報・啓発のさらなる推進

【１】職業生活における活躍推進

【２】仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

【４】市と市職員が率先して行う取組

女性活躍

推進計画
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３ 一人ひとりの人権の尊重
【１】配偶者等暴力（ドメスティック・バイオレンス：DV）根絶
のための啓発

1　 DV防止のための広報・啓発

1　女性のための相談室の実施

2　相談員研修の充実

3　男性のための電話相談の実施

4　保護のための関係機関との連携強化

【３】性に関する差別の解消 1　性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信や相談支援★

★：重点施策

（※）育児関連事業は、「つくば市子ども子育て支援プラン」、高齢者・
介護関係事業は、「つくば市高齢者福祉計画」により施策の推進・評価し
ています。

【２】相談体制の充実と被害者の保護

DV防止

基本計画
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担当課 男女共同参画室 施策番号 1 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 1 男女共同参画会議の開催

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

男女共同参画意識の幅広い啓発と、市民の交流促進を図るため、男女共同参画会議を開催します。

平成30年度施策実施
計画（予定）

○実行委員会３回開催
○開催日：12月1日（土）10：00～13：00
・第13回つくば市男女共同参画推進標語「愛ことば」展示・表彰式
・男女共同参画社会づくりに関する基調講演
・男女共同参画推進団体による活動紹介及びパネル展示（パネル展示にあわせクイズラリー）
・こどもイベント（おもしろ理科実験）
・保育

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 2 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 2 男女共同参画を推進するためのセミナー開催

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　男女共同参画社会の形成に必要な知識や技能（女性活躍推進法、ワークライフバランス、キャリア形成、柔
軟な働き方、再就職・職場復帰、男性の家事参加など）を学ぶ場として、セミナーを１5回程度開催する。
　また、セミナー参加者のために保育を実施し、子育て世代の参加者が気兼ねすることなく参加できる環境を
整える。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

男女共同参画に関する意識の向上を図り、能力や行動力を高めるため、セミナーを開催します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

男女共同参画セミナー参加者数
男42人
女509人

男100人
女500人
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担当課 男女共同参画室 施策番号 3 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 1 広報・啓発のさらなる推進

施策名 3 男女共同参画情報発信

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　国・県・他市町村・民間団体による男女共同参画に関する情報について、ＨＰや機関紙などで広く提供する。
　また、国の男女共同参画週間(6月)及び県の男女共同参画推進月間(11月)に合わせ、中央図書館において
啓発のための展示を行う。月間では、市内２ヶ所に啓発用横断幕を設置する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

男女共同参画に関する取組や関係法令について、広報紙・ホームページ・イベント等で意識啓発や情報提供
を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 教育指導課 施策番号 4 ★重点施策

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 2 男女共同参画意識醸成のための教育の充実

施策名 1 学校での男女共同参画の視点に立った教育

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　道徳及び特別活動、その他教科領域の学習及び学校行事等において、人権尊重、相互理解・協力について
学習を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

学校教育全体を通じて、人権の尊重、男女平等、相互理解・協力について指導を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 教育指導課 施策番号 5 ★重点施策

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 2 男女共同参画意識醸成のための教育の充実

施策名 1 学校での男女共同参画の視点に立った教育

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　つくばスタイル科キャリア単元において、１年生から９年間かけて系統的にキャリア教育を実施する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

小中学校において、児童生徒が将来社会の一員として役割を果たしていくため、それぞれの個性や能力が発
揮でき、自立して生きていくためのキャリア教育を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 危機管理課 施策番号 6 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 3 男女共同参画の視点に立った防災体制の確立

施策名 1 女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくり

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　女性やこどもに配慮した備蓄品の整備を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

災害時における女性のニーズに対応できるよう、女性の視点を取り入れた防災計画・防災体制づくりに努めま
す。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 7 .

基本目標 1 男女共同参画社会の基盤整備

施策の方向 4 国際的な男女共同参画の動向理解

施策名 1 各国の男女共同参画施策の情報収集・紹介

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　各国の男女共同参画の取組や子育て支援などについて、セミナーを実施する。
　また、女性の職業生活における活躍に関する国際的な動向を男女共同参画室だよりなどで紹介する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

各国の男女共同参画の取組情報を収集し、紹介します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 8 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 1 一般事業主行動計画に関する啓発

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　県や関係機関が実施する、女性活躍推進セミナーについて、公共施設やＨＰを利用して情報提供する。
　また、国が実施する女性活躍推進のための融資制度や助成金の紹介をする。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

女性活躍推進法により、一般事業主行動計画策定が努力義務となっている事業主に対し、策定・推進のため
の情報提供を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号 9 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 2 就業関連情報提供及び再就職・職場復帰の支援

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　ハローワーク土浦と共同運営する「つくば市ふるさとハローワーク」において、女性が利用しやすい環境づくり
に努め、女性に対する情報発信と職業相談・紹介を強化する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

国・県等と連携し、新しい就業形態などに関する情報の収集・提供を行います。また、つくば市ふるさとハロー
ワークにおいて、職業相談、職業紹介を行い、再就職及び職場復帰を支援します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

つくば市ふるさとハローワークでの
女性正規雇用の就業者数

273人 350人
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担当課 産業振興課 施策番号 10 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 3 起業・創業を目指す人への情報提供・資金面の援助

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　産業競争力強化法により国から認定を受けた「創業支援等事業計画」に基づき、支援機関（商工会、研究支
援センター、筑波大学、産総研、日本政策金融公庫等）と共に、創業セミナー、創業相談、情報提供及び啓発
イベント等の幅広い創業支援事業を実施する。
　これらに加え、創業時の資金面の援助策として、法人設立時の登録免許税を全額補助する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

各種セミナーや支援制度の情報提供を行います。また、各支援機関と連携し、相談業務を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

特定創業支援事業による女性の創
業件数

11人 15人
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担当課 農業政策課 施策番号 11 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 4 女性の参画が少ない分野での支援

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　新規締結へ向けた啓発活動や既締結者に対して協定内容見直しの働きかけを継続して行い、２月に調印式
を開催する。
　家族経営協定の締結者間の意見交換や交流を深め、農業者間のつながりを強化するため、11月に視察研
修を開催する。
　また、女性の能力・感性等を生かした新しい産業の創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナーを年度
内に４回開催する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

家族経営協定の普及啓発を行い、快適な労働環境づくりを促進します。また、女性の能力・感性等を生かした
新しい産業の創出が図れるよう、６次産業化のためのセミナー等を開催します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

家族経営協定締結累計 193件 205件
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担当課 科学技術振興課 施策番号 12 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 1 職業生活における活躍推進

施策名 4 女性の参画が少ない分野での支援

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

○つくばで輝く女性研究者の紹介
・６月～３月まで毎月１回、常陽リビングの紙面で紹介
・研究内容だけでなく、進路選択や家族との休日の過ごし方を掲載し、理工系女性のロールモデルを紹介する
ことで、男性と比べて女性の割合が低い理工系人材育成の一助とする。

○中高生理工系進学応援シンポジウムとリケジョサイエンス合宿
開催日：8月20日（月）～8月22日（水）シンポジウムは20日（月）のみ。
場所：筑波大学内
募集人数：シンポジウム 200人（女子・男子・保護者）、リケジョサイエンス合宿 100名（女子のみ）
内容：
・シンポジウム：ロールモデルの紹介、企業や研究機関・大学による展示ブースでの交流、中高生による研究
発表会
・合宿：サイエンス実験体験、宿泊交流、グループワーク発表と学生交流会
※シンポジウムでは、つくば市としてブースの出展を行う。市役所職員（女性技師）の紹介や常陽リビングに掲
載している女性研究者の紹介を行う。
※啓発のため、市広報紙・ホームページに記事を掲載したり、ポスターを市内公共施設等に掲示する。
※大学、県等で作成したリーフレット等を市役所窓口や関係団体に置き、配布する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

大学・研究機関・企業等と連携し、女子生徒や保護者等に対し、科学技術を身近なものとする取組を進めると
ともに、ロールモデル（具体的な行動や考え方の模範となる人物）の紹介等を通じ、理工系女性の人材育成を
推進します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号 13 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 1 男性の育児・介護休業取得を促進するための企業への情報提供

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　国・県制度の情報について、ＨＰなどで広く周知、啓発を行います。
　また、市内企業のフォローアップ訪問時に男性の育児・介護休業取得に関するヒアリングを実施し、動向を把
握するとともに、制度導入普及サポート事業の検討を進める。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

市内事業者に対し、国や県の支援・助成制度や優良事例などの情報を提供し、制度利用を促進します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 健康増進課 施策番号 14 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

○マタニティサロン育児編　年23回（妊婦とその夫やパートナーの就業を配慮し土日に20回開催）
内容：妊婦疑似体験　沐浴体験他

○マタニティサロン講演会　年4回
内容：
・歯科医師講話（生まれてくる子の歯の知識）
・小児科医師講話（あかちゃんについて知ってほしいこと）

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

妊娠・出産・育児について、家族で正しい知識を持ち、積極的な育児参加ができるよう、講座を開催します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

マタニティサロンの夫又はパート
ナーの参加者の割合

41.5% 44.4%
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担当課 生涯学習推進課 施策番号 15 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

○第２回家庭教育講演会「地域全体で支える子育て」
内容：子育てや家庭教育の場面で母親に多くの負担が生じている中、父親、祖父母も含めた家族全体、また
地域全体でどのような形で子育てに関われるのか、どういう事柄に留意しておかなければならないのか講演を
いただく。
開催日：９月30日（日）
場所：つくば市役所

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

両親子育て教室を開催し、家庭における男女の役割分担などについて考える機会を提供します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 こども政策課 施策番号 16 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 2 男性の家庭生活への参画促進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　あかちゃんの駅として整備してきた施設を子育て支援情報システム等で分かりやすく、あかちゃんの駅マップ
として掲載し、子育て家庭への認知度を高めていく。
　また、市民ニーズに対応していけるよう、新たに授乳やおむつ替えのできる施設をあかちゃんの駅として整
備する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

子育て家庭が外出しやすい環境を整備するため、授乳やおむつ替えスペースを設置した施設をあかちゃんの
駅として登録し、情報提供を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 幼児保育課 施策番号 30 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

116人 － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

（※）「つくば市子ども・子育て支援プラン」により施策を実施し、子ども子育て会議が評価を実施。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

仕事と育児の両立を支援するため、保育ニーズに即した保育体制の強化等サービスの充実を図ります。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

保育所待機児童数 114人 0人
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担当課 こども育成課 施策番号 40 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

（※）「つくば市子ども・子育て支援プラン」により施策を実施し、子ども子育て会議が評価を実施。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

仕事と育児の両立を支援するため、児童の遊びと生活の場を提供する放課後児童クラブの活動を推進しま
す。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

放課後児童クラブ受け入れ児童数 3,090人 4,028人
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担当課  高齢福祉課/介護保険課 施策番号 50 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 3 育児・介護を行う労働者が働き続けやすい環境づくり

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

（※）「つくば市高齢者福祉計画」により施策を実施し、高齢者福祉推進会議が評価を実施。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

仕事との両立や介護離職を防止するため、ニーズに応じた介護サービスの充実を推進します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 産業振興課 施策番号 17 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 2 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の環境整備

施策名 4 労働環境改善のための情報提供・啓発

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　市内企業に対して、労働環境改善に関する積極的な情報発信に努める。
　また、更なる女性の活躍を図るため、子連れ出勤制度の導入促進や女性活躍推進法に基づく優良企業認定
制度「えるぼし」の普及・取得促進に努める。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

仕事と家庭生活を両立するため、長時間労働の是正や年次有給休暇取得の促進、さらにハラスメントの防止
等の労働環境改善のための情報提供を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 18 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 3 市政における女性の参画促進

施策名 1 審議会等委員の女性委員の登用

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

0 － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　附属機関委員を新たに任命、改選の際に、女性委員の登用について、庁議や課メールで周知する。
　また、女性の人材バンクリストを作成し、必要に応じて情報提供を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

市政運営において、女性が自らの能力を十分に生かし、様々な分野で政策や方針決定に関わり、意見や考え
方を反映させることができる環境づくりを進めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

審議会等委員の女性委員の割合＊/
審議会等委員の女性の長の割合＊

全体で30.0％/
全体で9.4％

審議会ごとに30.0％
全体で30.0％
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担当課 人事課 施策番号 19 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 1 女性職員の管理職等登用の推進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

21.2％/
20.2％

－ － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　女性職員が持つ不安を払しょくし、昇格することに対する意欲を高めることを目的とした特別研修を行う。
　また、キャリアアップに対する意識啓発を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

女性が管理職を目指せるような職場環境の整備に努め、能力と適性に応じ、管理職登用・昇任を進めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

市職員（行政職）の管理職に占める
女性の割合（課長補佐職以上）＊/
市職員（行政職）の係長職に占める
女性の割合＊

23.5％/
19.1％

28.0%
50.0%
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 20 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 2 育児休業・介護休暇等が取得しやすい環境づくり

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

 啓発のため、イントラ掲示板等において、育児や介護に関する制度や情報を定期的（月１回程度）に掲載す
る。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

男女がともに育児休業、介護休暇及び看護休暇制度を活用することができる職場の雰囲気づくりに努めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 21 .

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 3 職場におけるハラスメント防止対策の推進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

○ハラスメント防止に向けた職員研修を実施する。（１ 対象者：新任所属長46名、期日：４月24日。２　対象者：
全係長240名、期日：10月。 ３　対象者：主任級54名、期日：9月。 ）
○ハラスメント事案に早期に対応し、未然に防ぐため、職員向けハラスメント外部相談窓口を平成30年７月に
設置する。
○内部相談員を３名拡充する。(平成30年８月）
○ハラスメントへの対応体制を強化するため、問題解決処理にあたる「ハラスメント苦情処理委員会」を設置す
る。（平成30年８月）

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

職場等におけるセクシャルハラスメント・パワーハラスメントに関し、研修を通して職場単位での防止に努めま
す。また、相談員を配置し、相談体制の充実に努めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 ワークライフバランス推進室 施策番号 22 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 4 市と市職員が率先して行う取組

施策名 4 男性職員の育児休業取得促進

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　啓発のため、イントラ掲示板等において、育児に関する制度や情報を定期的（月１回程度）に掲載する。
 年度を通して、対象となる男性職員とその所属長へ育児に関する休暇制度等を説明し、育児休業取得に向け
た具体的なプラン検討を促す。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

男性職員の育児休業取得を奨励し、２週間以上100％の取得を目指します。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

男性職員の2週間以上の育児休業
取得

5.4% 100.0%
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担当課 男女共同参画室 施策番号 23 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 1 配偶者等暴力（DV)根絶のための啓発

施策名 1 DV防止のための広報・啓発

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　毎年、11月12日～25日の「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に、ＤＶ防止のポスターの掲示、リーフ
レットの配布、女性のための相談室の周知を実施する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

配偶者・パートナー等からの暴力は犯罪であるという意識の浸透と理解の促進を図るため、セミナーやホーム
ページ等において、啓発活動を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 24 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 1 女性のための相談室の実施

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　女性が抱えがちな悩みについて、女性のための相談員、フェミニストカウンセラー、弁護士による、女性のた
めの相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等で、相談窓口の周知を実施する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

夫婦・親子の問題、人間関係、DV（配偶者・パートナー等からの暴力）、生き方などについて、必要な情報を提
供するとともに、女性が主体的に思考・行動できるよう、女性相談員が相談・支援を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 25 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 2 相談員研修の充実

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　相談者の抱えている問題等は年々複雑化し解決困難なものが多く、相談１件につき相談員の費やす時間や
負担は大きくなってきている。相談員の資質向上と情報交換の機会として相談員研修会を年２回実施する。
　また、県や近隣市町村、庁内相談員等との情報交換の場を提供する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

相談業務についての必要な知識や能力を身に付け、相談者のニーズに即した対応ができるよう相談員の資質
を高めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 26 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 3 男性のための電話相談の実施

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　悩みを抱える男性を対象として、男性産業カウンセラーによる男性のための電話相談を実施する。
　市関連施設、広報紙、ＨＰ、区会回覧、セミナー等で、相談窓口の周知を実施する。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

夫婦関係や家族、人間関係、仕事、生き方などの問題や悩みを抱えている男性に対し、男性相談員が相談・
支援を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

男性のための電話相談 4回 6回
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担当課 男女共同参画室 施策番号 27 .

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 2 相談体制の充実と被害者の保護

施策名 4 保護のための関係機関との連携強化

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　茨城県や警察、庁内の関係各課と連携し、ＤＶ被害者の相談受付、一時保護所への移送、自立支援といっ
た切れ目のない支援を実施できるよう情報共有をする。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

DV被害者への的確な支援を図るため、相談事例の情報交換を行うなど、関係機関相互による連携を強化しま
す。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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担当課 男女共同参画室 施策番号 28 ★重点施策

基本目標 3 一人ひとりの人権の尊重

施策の方向 3 性に関する差別の解消

施策名 1 性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信や相談支援

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

－ － － － －
指標推移

平成30年度施策実施
計画（予定）

　性的指向や性同一性障害の理解を深めるため、セミナーを実施する。
　また、悩み・問題を抱えている方に対し、女性のための相談室や、その他社会資本を紹介するなどして、相
談支援を行う。

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

平成30年度施策実施計画調書

性的指向や性同一性障害の理解を深めるための情報発信を行います。また、このことで、悩み・問題を抱えて
いる方に対し相談支援を行います。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

－ － －
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№ 項目
現状値（平成28年度末また
は平成29年４月1日現在）

平成30
（2018）年度

平成31
（2019）年度

平成32
（2020）年度

平成33
（2021）年度

平成34
（2022）年度

将来指標
（2022年度）

担当課

実績値

目標値 男53人　女500人 男64人　女500人 男76人　女500人 男88人　女500人 男100人　女500人

指標達成度

実績値

目標値 290人 305人 320人 335人 350人

指標達成度

実績値

目標値 11人 12人 13人 14人 15人

指標達成度

実績値

目標値 200件 201件 202件 203件 205件

指標達成度

実績値

目標値 42.1% 42.7% 43.3% 43.9% 44.4%

指標達成度

産業振興課

農業政策課2-1 家族経営協定締結累計

指標一覧

1-1
男女共同参画セミナー参
加者数

男42人　女509人 男女共同参画室

2-2
マタニティサロンの夫また
はパートナーの参加者の
割合

41.5% 44.4% 健康増進課

273人

193件

2-1
特定創業支援事業による
女性の創業件数

11人 15人

350人

205件

産業振興課

男100人　女500人

2-1
つくば市ふるさとハロー
ワークでの女性の正規雇
用の就業者数
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№ 項目
現状値（平成28年度末また
は平成29年４月1日現在）

平成30
（2018）年度

平成31
（2019）年度

平成32
（2020）年度

平成33
（2021）年度

平成34
（2022）年度

将来指標
（2022年度）

担当課

指標一覧

実績値 116人

目標値 ０人 30人 ０人 ０人 ０人

指標達成度

実績値

目標値 4施設 4施設 4施設 4施設 ４施設

指標達成度

実績値

目標値 3,287人 3,490人 3,686人（推計値） 3,874人（推計値） 4,028人（推計値）

指標達成度

実績値 62.5%

目標値 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

指標達成度

実績値 12.5%

目標値 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

指標達成度

男女共同参画室

2-3
審議会等委員の女性委
員の割合

全体で30.0％
（平成29年４月１日現在）

各審議会等毎に
30.0%

（女性委員が30％
を超える附属機関

の割合）

男女共同参画室

2-2
病児・病後児保育実施施
設数

３施設 ４施設 幼児保育課

2-3
審議会等委員の女性の
長の割合

9.4％
（平成29年４月１日現在）

全体で30.0%

こども育成課

2-2 保育所待機児童数
114人

（平成29年4月1日現在）
0人 幼児保育課

2-2
放課後児童クラブ受け入
れ児童数

3,090人 4,028人
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№ 項目
現状値（平成28年度末また
は平成29年４月1日現在）

平成30
（2018）年度

平成31
（2019）年度

平成32
（2020）年度

平成33
（2021）年度

平成34
（2022）年度

将来指標
（2022年度）

担当課

指標一覧

実績値 20.9%

目標値 24.0% 25.0% 26.0% 27.0% 28.0%

指標達成度

実績値 20.9%

目標値 20.0% 27.5% 35.0% 42.5% 50.0%

指標達成度

実績値

目標値 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

指標達成度

実績値

目標値 5回 5回 6回 6回 6回

指標達成度

人事課2-4
市職員（行政職）の管理
職に占める女性の割合
（課長補佐職以上）

23.5％
（平成29年4月1日現在）

28.0%

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ
推進室

100.0%2-4
男性職員の２週間以上の
育児休業取得

5.4%

2-4
市職員（行政職）の係長
職に占める女性の割合

19.1%
（平成29年4月1日現在）

50.0% 人事課

3-2 男性のための電話相談 4回 6回 男女共同参画室
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資料３-１

1 つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）進行管理の目的（基本計画Ｐ67～68）

2 つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）の評価方法（案）

① 各施策担当課による計画達成度

Ａ （順調）

Ｂ （おおむね順調）

Ｃ （遅れ）

Ｄ （未実施）

‐

② 指標達成度

◎ 目標値を上回った

○
おおむね目標値ど
おり

△ 目標値を下回った

③ 審議会意見
施策に対し、必要に応じて審議会としての意見を付し、施策担当課に
フィードバックする。

計画の評価方法について

評価基準

　基本計画では、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行います。
　施策の実施状況について、外部組織である当審議会により年１回、検証を行います。
　検証結果については、事務局（男女共同参画室）を通じて各担当課へフィードバックし、
次年度の実施計画の改善に役立てていきます。

説明

当初の計画以上に施策を達成し、かつ、指標が当該年度の目標値を上
回った。

※数値を下げることを目標としている場合は、等号・不等号が逆にな
る。

0％＞目標値

評価基準 説明

当初の計画どおり施策を達成できた。

当初の計画どおり施策を達成できなかった。

当初の計画どおり施策を実施できなかった。

計画年度（2018～2022）途中に終了した施策

目標値≧10％

10％＞目標値≧0％



SAMPLE 資料３-２

担当課 男女共同参画室 施策番号 18 ★重点施策

基本目標 2 あらゆる分野での活躍推進

施策の方向 3 市政における女性の参画促進

施策名 1 審議会等委員の女性委員の登用

施策内容

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

62.5％/
12.5％

－ － － －

計画達成度 Ｂ

指標達成度 ◎

つくば市男女共同参画推進基本計画（2018～2022）

審議会意見

平成30年度実施状況（実績） 平成31年度実施計画（予定）

　附属機関委員を新たに任命、改選の際に、女性委員
の登用について、庁議や課メールで周知する。
　また、女性の人材バンクリストを作成し、必要に応じ
て情報提供を行う。

・４月の庁議で、附属機関の委員を新たに任命する際
には、計画指標である、各審議会等ごとに女性を30％
以上の登用及び、女性の委員長等を全体で30％登用
することについて、協力を求めた。
　また、女性委員の登用率についての調査を実施し、
女性の積極的な登用について、協力を求めた。
・女性人材バンクリストを作成した。

　附属機関委員を新たに任命、改選の際に、女性委
員の登用について、庁議や課メールで周知する。
　また、女性の人材バンクリストを作成し、必要に応じ
て情報提供を行う。

必要に応じて、審議会としての意見を付す。

成果及び課題
女性委員が３割を超える附属機関が６割を超えており、政策・方針決定過程への
女性の参画が拡大してきている。

指標推移

平成30年度実施計画（予定）

平成30年度施策実施状況及び平成31年度施策実施計画

市政運営において、女性が自らの能力を十分に生かし、様々な分野で政策や方針決定に関わり、意見や考え方を反映させることができ
る環境づくりを進めます。

指標

項目 現状値（平成29年度） 将来指標（平成34年度）

審議会等委員の女性委員の割合＊/
審議会等委員の女性の長の割合＊

全体で30.0％/
全体で9.4％

審議会ごとに30％（3割超える委員会の割合）/
全体で30％


